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本ユーティリティの操作で守らなければならない事柄や、とくに注意をすべき点を示します。 
本ユーティリテイを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 『 Universal RAID Utility Ver 2.1 』について説明します。 

本書は、ユーザーズガイド本体と、3つの付録で構成します。 

• ユーザー ズガイド 本体：本 ファイル （ uru21jug.pdf) 

• 付録 A: 用語一覧 (uru21juga.pdf) 

• 付録 B : raidcmd コマンドリファレンス ( uru 21 jugb . pdf ) 

• 付録 C : ログ/イベントー覧 （ uru 21 jugc . pdf ) 

本書で使用する用語については、「付録 A: 用語一覧」を參照してください 。 「Universal RAID Utility 」 という表記は、 

『 Universal RAID Utility Ver 2.1 』、『 Universal RAID Utility Ver 2.11 』を指します。 

また 、 Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装するコンピュータのマニュアルも 
よくお読みください。 

なお、本書の内容は、オペレーティンゲシステムの機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載しています。 
オペレーティングシステムに関する操作方法や不明点については、それぞれのオンラインヘルプやマニュアルを參照してください。 


本文中の記号について 


本書では、以下の3種類の記号を使用しています。これらの記号と意味を理解していただき、本ユーティリティを正しく使用してく 
ださい。 


記号 説明 


0S 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 

Universal RAID Utility とは 

Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーティリテイです。 


Universal RAID Utility は、以下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用していました 。 Universal 
RAID Utility は、1つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる RAID システムについては、 
本体装置や RAID システムのマニュアルなどを參照してください。 

2. スタンダードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 

3. RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID システムを構築 
できます。 

Universal RAID Utility のカイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプルな論理ドライブ 
作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イージーコンフィゲレーシヨン」とい 
った機能を提供します。 

4. RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサボート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための一般的な機 
能(ログの記録、パトロールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、実装位置の表示機能など） 
をサボートしています。 

5. RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

RAID ビューアは、 GUI により RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわかりやすく表示します。 raidcmd により 、 CLI 
でも同様の情報を表示できます。また、 RAID システムで発生した障害は専用のログだけでなく、オペレーティンゲシステムの口 
ゲへも登録し、さらに、 Express シリーズ標準添付の ESMPRO / ServerManager ヘアラートを送信することもできます 0 

6. ESMPRO / ServerManager による RAID システム管理 

Universal RAID Utility (Windows 版)は、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降を使用して RAID システムの管理を 
行えます。リモート環境に存在する ESMPRO / ServerManager で、 RAID ビューアやログビューアと同様に RAID システムのメ 
ンテナンス、監視を行えます。 
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Universal RAID Utility の構成 

Universal RAID Utility は、以下のモジュールで構成してし、ます。また、動作するオペレーティングシステ 
ムにより、使用できるモジュールが異なります。 

■ raidsrv サービス 

コンピュータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ピューアや raidcmd の 
処理要求に対して RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに対してオペレーシヨンを実 
行したりします。また、 RAID システムで発生するイベントを管理し、 RAID ビューアへ通知したり、各 
種ロゲに登録したりします 。 

■ RAID ビューア ( Windows 版のみ） 

GUI (ゲラフィカルユーザーインタフエース)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーシヨン 
です。 RAID システムの構成や状態をゲラフィカルに表示したり、コンフィゲレーシヨンやオペレーシヨン 
を実行できます。 

■ ログ ビューア （ Windows 版のみ） 

GUI (グラフィカ ルユー ザーインタ フエー ス)により、 RAID システムで発生したイベントを記録する 
RAID ロゲを参照するアプリケーシヨンです。 

■ raidcmd 

CUp マンドラインインタフエ-ス)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケ-シヨンです。 
RAID システムの構成や状態をコマンドラインで表示したり、コンフィグレーシヨンやオペレーシヨンを 
実行できます。 

■ ESMPRO/ServerManager 通信モジユール / raidsrv Agent (Windows 版のみ） 

ESMPRO/ServerManager で RAID システムを管理する際、 ESMPRO/ServerManager t URU 
間の通信を制御します （ ESMPRO / ServerManagerVer 5.2 以降で RAID システムを管理する場 
合のみ使用するモジュールです)。 


オペレーテインク"システム 

Windows 

Linux 

VMware ESX 

raidsrv サーヒス 

〆 



RAID ビユ-ア 




ログビュ-ァ 

/ 



raidcmd 

y 



ESMPRO/ServerManager 通信モジ:!ール (raidsrv Agent ) 
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旧パージョンとの機能差分 


Ver2.02 と Ver2.1 

Universal RAID Utility Ver 2.1 は、 Ver 2.02 から以下の機能強化、機能変更を実施しました。 

1- ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降を使用したリモートからの RAID システム管理機能のサボート 

Universal RAID Utility ( Windows 版）は、リモート環境の ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降で、 RAID システ 
ムのメンテナンス、監視をできるようになりました。詳細 i 、「 ESMPRO / ServerManager による管理」を參照してください。 

■ RAID システムの構成情報の參照 

-データピューアで、 RAID ビューアと同様にツリー形式で RAID システムの構成を參照できます。 

- RAID システムの構成要素 ( RAID コントローラ、物理デバイス、論理ドライブなど)のプロパティを參照できます。 

■ RAID システムのメンテナンス 

-整合性チェック、リビルド、初期化などのオペレーシヨンを実行できます。 

-物理デバイスの実装位置表示、強制オンライン、強制オフラインなどの保守用機能を実行できます。 

-オペレーシヨンの優先度や論理ドライブのキャッシュモード変更などの設定を変更できます。 

■ RAID システムの監視 

-データピューアで、 RAID システム、および、 RAID システムの構成要素の状態をアイコンやステータスの表示によ 
り一目で把握できます。 

-アラートビューアで、 RAID システムで発生したイベントをアラートとして受信できます。 

-ロゲビューアと同様の RAID ログをデータビューアで參照できます。 

2. 情報表示に関する機能強化と機能変更 

■ Promise 社製 RAID コント ローラに おける物理デバイスの ステータスの 変更 

故障した物理デパイスがホットスワップリビルドなどによりホットスペアと入れ替わり論理ドライブの構成から外れた場 
合、 Ver 2.02 までは状態が「レディ」でした。 Ver 2.1 では、ステータスが「故障/ Failed 」 となります。 

3. オペレーシヨンに関する機能強化と機能変更 
■ 整合性チェックの一括実行機能の追加 

raidcmd で、以下の論理ドライブに整合性チェックを一括実行できるようになりました。 

-すべての RAID コン ト ローラの すべての論理ドライブ 
-指定した RAID コン ト ローラの すべての論理ドライブ 

4. ログ/イベントの機能強化と機能変更 

■ ログで使用する文字コードの EUC 自動切換機能の追加 

Linux で、オペレーティンゲシステムが文字コードに EUC を使用する場合 、 Universal RAID Utility の RAID ロゲ、 
syslog に登録するイベントの文字コードを EUC へ自動的に切り替えるようにしました。 EUC 以外の場合、従来ど 
おり UTF -8 を使用します。 

■ Promise 社製 RAID コン ト ローラの イ ベン ト登録ポリシー変更 

- RAID ビューアや raidcmd から変更した論理ドライブのキャッシュモードは 、 RAID ログにイベントとして登録しませ 
ん〇 

- RAID レベル6の論理ドライブの[縮退/ Degraded ] のイベントは、物理デバイスが1台故障中の状態になった 
とき、物理デバイスが2台故障中の状態になったときの両方のタイミングにそれぞれ登録します。 
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Ver2.1 と Ver2_ll 

Universal RAID Utility Ver 2.11 は、 Ver 2.1 から以下の機能変更を実施しました。 

1. サポ _ 卜する 0 S の追カロ 

■ サボート 0 S に 『Windows Server 2008 R 2 』 、 『Windows 7』を追加 

2. Universal RAID Utility ( Windows 版）セットアッププログラムの機能変更 
■ ランタイムコンポーネントのインストールチェック削除 

インストール、アンインストール時に実施していた 、 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 
SP 1 ライブラリのインストールチェックを行わないようにしました。 
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Universal RAID Utility の動作環境 


Universal RAID Utility の動作環境について説明します。 

ハー ドウエア 


本体装置 

Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 

管理対象 raid システム 

RAID システムを実装する本体装置や 、 Universal RAID Utility を添付している RAID コントローラに添付のドキュメントを 
參照してください。 

ソフトウェア （ Windows) 

オペレーティングシステム 

以下のオペレーティングシステムで動作します。 

• Windows Server 2008 R 2 

• Windows Server 2008 

參 Windows Server 200 3 R 2 SP 1 以降 
參 Windows Server 2003 SP 1 以降 
參 Windows 7 
參 Windows Vista 

• Windows XP Professional SP 2 以降 

■rO Windows Server 2008、 Windows Server 2008 R2 の 『 Server Core インストールオブ 

1=0 シヨン』を使用する場合、 RAID システムの管理には raidcmd を使用します。 RAID ビューア、口 
グビ ユーアは 使用できません。 


Microsoft -NET Framework 


RAID ビューア、ロゲビューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上が必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 は、オペレーティンゲシステム 
に .NET Framework 2.0 以上を含んでいます。これらのオペレーティンゲシステムを使用する場合 、 .NET Framework をイ 
ンスト _ ルする必要はありません。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上のインストールについては、「インストールの準備 （ Windows )」 を参照し 
てください。 
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Microsoft Visual C++ 2005 SP1 ライブラリのランタイムコンポーネント 


RAID ピューアを使用するには 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントが必要です。 
Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista SP 1 以降 、 Windows 7 は、オペレーティンゲシ 
ステムに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントを含んでいます 0 これらのオペレーティンゲシ 
ステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする必要はあ 
りません。 


Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備 
( Windows )」 を參照してください。 

ソフトウェア (Linux) 


オペレーテインクシステム 

以下のオペレーテインゲシステムで動作します (32 bit と 64 bit どちらの環境でも動作します)。 

• Red Hat Enterprise Linux 4.5 以降 

• Red Hat Enterprise Linux 5.1 以降 

• MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 以降 

• Asianux Server 3 

參 SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 

ソフトウェア (VMware ESX) 


VMware ESX 


以下の VMware ESX で動作します。 

• VMware ESX 3.5 Update 4 

• VMware ESX 4 

Universal RAID Utility は 、 ESX Server にインストールして使用します。仮想マシンにはインストールしないでください。 

その他 


システム要件 


リソース Windows Linux / VMware ESX 


ハードディスク空き容量 250 MB 以上 — 

(Microsoft .NET Framwork Ver 2.0 、 （標準 C ++ ライブラリなど■の必要なパッケージは 
Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリの含まない） 

ランタイムを含まない） 

実装メモリ 512 MB 以上 — 
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TCP ボート 


Universal RAID Utility は、以下の TCP ポートを使用します。 


ポート番号 


52805 


- _ タポート 


52806 


イベント ポー ト 


52807 


ESMPRO/ServerManager 通信ポ-卜 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は 、 「Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変 
更する」を参照してください。 

セーフモードと シンゲル ユーザーモード 

Universal RAID Utility は、ネットヮーク機能を使用します。そのため、ネットヮーク機能が動作していない Windows の以 
下のセーフモードでは使用できません。 

參セーフモード 

參セーフモードとコマンドプロンプト 
參セーフモードとネツトワークセーフモード 

また、 Linux や VMware ESX のシンゲルユーザーモードでも使用できません。シンゲルユーザーモードで Universal RAID 
Utility を使用する方法については、「シンゲルユーザーモードでの起動」を參照してください。 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 


インストールイメージ 


インストール、アンインストールには 、 Universal RAID Utility のセットアッププロゲラムを使用します。 

セットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイメージに含まれています。インストール、アンインストール作業を 
行う前に、インストールイメージを用意してください。 

Universal RAID Utility のインストールイメージは、オペレーテインゲシステムの種類により異なります。オペレーテインゲシステムに対 
応する正しいインストールイメ ー ジを使用してください。 


オペレーテインクシステム インストールイメージ 


Windows Server 2008 R 2 Universal RAID Utility Ver 2 .ll (Windows 版） 

Windows Server 2008 
Windows Server 2003 R 2 
Windows Server 2003 
Windows 7 
Windows Vista 
Windows XP 

Red Hat Enterprise Linux 4.5 以降 Universal RAID Utility Ver 2.1 ( Linux/VMware ESX 4 版) 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 以降 
MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 以降 


Asianux Server 3 

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 
VMware ESX 4 

VMware ESX 3.5 Update 4 Universal RAID Utility Ver 2.1 (VMware ESX 3.5 Update 4 版) 


■: Universal RAID Utility Ver 2.1 li「NEC コーポレートサイト」 ( http :// www . nec . co.jp ) に公開 

I 匕 T | しています。「サボート■ダウンロード」の 「 PC サーバ （ Express 5800 シリーズ）」で情報を入手してくださ 
い（機能強化や機能改善を行ったより新しいパージョンが公開されていることもあります)。 
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インストールとアンインストール 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストール手順を説明します。 
インストール、アンインストールの種類により、作業手順が異なります。 


種類 

説明 

新規インストール 

コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき 、 Universal RAID Utility を新規インストールし 
ます。 

作業手順 ( Windows ) 

1. インストールの準備 （ Windows ) 

2. 新規インストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux ) 

1. インストールの準備 ( Linux ) 

2. 新規インストール （ Linux、VMware ESX ) 

作業手順 (VMware ESX ) 

1. 新規インストール （ Linux、VMware ESX ) 

更新インストール 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、新しいパージョンの Universal 
RAID Utility をインストールします。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 更新インストール ( Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX ) 

1. 更新インストール （ Linux、VMware ESX ) 

追加インストール 

コンピュータに新しい RAID コントローラを取0付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 
Universal RAID Utility の RAID コントローラを制御するプログラムを追加、削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 追加インストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX ) 

1. 追加インストール （ Linux、VMware ESX ) 

アンインストール 

コンピュータから Universal RAID Utility を削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. アンインストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX ) 

1. アンインストール （ Linux、VMware ESX ) 


，〇 • インストール、アンインストールは管理者権限を持つユーザーで行います。管理者権限を持つユー 
^ ザーでなければ、セットアップブログラムを実行できません。 

• Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 の 『 Server Core インストール 

オプション』を使用す_る場合、[スタート]メニューが存在しません。「管理者：コマンドブロンプト」 
で setup . exe を実行します。 

• VMware ESX の場合、インストールを行うコンピュータで稼動する VMware ESX で alt キー 
と F 1 キーを同時に押して、サービスコンソールのログイン画面を表示し、管理者権限を持つユー 
ザーでログインします。 

• Universal RAID Utility をアンインストールする場合、アンインストール前に、 R / UD ビューア、口 
グビユーア、 raidcmd 、 イベントビューアを終了します。 
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インストールの準備 （ Windows ) 


RAID ビューア、ロゲビューアは 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上と 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 
ライブラリのランタイムコンポーネントを使用します。インストールするコンピュータにこれらのコンポーネントが存在しなければイン 
ストールします。 


Microsoft .NET Framework のインストール 


Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 は、オペレ— 
| eT | テインゲシステムに .NET Framework 2.0 以上を含んでいます。これらのオペレーテイングシステムを 

使用する場合 、 .NET Framework をインストールする必要はありません。 

手順1[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の 
I 眼にクリックし、[プログラムの追加と削除]をダブルク 
リックします 。 

手順2 [プロゲラムの変更と削除]をクリックし、[現 
在インストールされているプログラム]の一覧を表示 
します。[現在インストールされているプログラム]の 
-覧に、以下のプログラムが存在すれば、 

Microsoft .NET Framework のインストールは不要です。両方、もしくは、ど_ちらか一方が存在しなければ、存在しな 
し、パッケージをインストールします。 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 』 ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 （ x 64 の場合 『 Microsoft .NET Framework 
2.0 日本語 Language Pack ( x 64)』） 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) 』は、[プロゲラムの変更と削 
除]にほ、 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 

と表示されます。インストール済みパッケージが ( x 64) かどうか確認するには 、『 Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Language Pack J | をクリックします。[変更と削除]をクリッらし、セットアッ 
ププログラムのダイアロゲを確認します。 （ x 64) の場合、ダイアロゲのタイトルが 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64) 日本語 Language Pack セツトアップ』 

と表示されます。 


手順 3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチャにより使用するパッケージが異なります。下 
表を參照し、必要なパッケージをダウンロードし、インストールします。 



CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x86 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ （ x86 ) 』 

http ： //www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?familvID=0856EACB-4362-4B0D-8EDD 

-AAB15C5EQ4F5&displavlanq=ia 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x86 ) 』 

http ： //www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?fannilvid=39C8B63B-F64B-4B68-A774- 

B64ED0C32AE7&displavlanq=ia 
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CPU アーキテクチャ 


必要なコンポーネントと入手先 


x64 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ （ x64 ) 』 

http ： //www.microsoft.com/downloads/details.aspx?fannilvid=b44a00Q0-acf8-4fal-affb-40e 

78d788b00&displavlanq=ia 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x64 ) 』 

http ： //www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?fannilvid=92eQelce-8693-448Q-84fa-7d 

85eef 59016 &displavlanq=ia 


Microsoft Visual C++ 2005 SP1 ライブラリのランタイムコンポーネントのインストール 


Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista SP 1 以降 、 Windows 7 
| t ^| は、オペレーティンゲシステムに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネン 

卜を含んでいます。これらのオペレーティンゲシステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 2005 
SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする必要はありません。 


手順1[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の 
順にクリックし、[プログラムの追加と削除]をダブルク 
リックします 。 

手順2 [プロゲラムの変更と削除]をクリックし、[現 
在インストールされているプログラム]の一覧を表示 
します。[現在インストールされているプログラム]の 
に、 

以下のプログラムが存在すれば 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントのインストール 
は不要です。存在しなければインストルします。 

『 Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable 』 

手順3 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントは、下表を參照し、必要なパッケージを 


ダウンロードし、インストールします。 

1 CPU アーキテクチャ 

必要なコンポーネントと入手先 j 

x86/x64 

『 Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86 ) 』 

httD ： //www.microsoft.com/downloads/details.asDx?FannilvID=200b2fd9-aela-4al4-984d- 


389c36f 85647 &disDlavlana=ia 

CPU アーキテクチャに関わらず、 （ x86) を使用します。 



新規インストール （ Windows ) 


コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき、セットアッププログラムは Universal RAID Utility を新規インスト 
ールします。 

手順1 [ スタート ] ボタン、 [ ファイル名を指定して実行 ] 、 [ 参照 ] の順にクリックします。 [ ファイルの参照 ] ダイアロゲボックスで、 
Universal RAID Utility のインストールイメージが格納されているフォルダへ移動して setup.exe をクリックし [ 開く ] をクリックします。[フ 
アイル名を指定して実行 ] の [ 名前 ] ボックスに setup.exe と表示していることを確認し、 [OK] をクリックします。 
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手順 2 新規インストールを開始すると 、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動します。 [ 次へ]をクリックし 
ます。 



手順 3 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual 
C++ 2005 SP1 ライブラリのランタイムコンポーネントがコンピュータ 
に存在しない場合、右のメッセージダイアログを表示します。内容に 
従いインストールを継続するか、中断するかを決定します 
(Universal RAID Utility Ver2.ll 以降は 、 Microsoft .NET 
Framework、Microsoft Visual C++ 2005 SP1 ライブラリのランタ 
イムコンポーネントのインストールチェックをネラわないため、このメッセ 
- ジダイアログを表示することはあ 0 ません)。 



手順 4 ESMPRO/ServerManager を使用して RAID システ 

ムを管理する場合、使用する ESMPRO/ServerManager を選択 
します。使用する ESMPRO/ServerManager に対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 ESMPRO/ServerManager を使用しない場 
合、どちらもチェックする必要はあ 0 ません。 

チェックしたら [ 次へ ] をクリックします。 


111,1 ■則 Xj 



Universal RAID Utility をインストールする本 f 李装匿の監視を行う ESMPRO/ServerManager を遼択します。 

17 iES M P RO/Server Manager Ver5.2 以降迄 〉 i 
厂 ES M P RO/Ser ver Manager Ver4.0-Ver5.1(4) 


InstallShieldf% - 

_< 戻 5® 」 ； 欠へ妙 > ] _ キやンセル」 


手順 5 Universal RAID Utility は、既定値ではオペレ-ティ 
ングシステムを起動しているドライブの YProgram FilesYUniversal 
RAID Utility(x64 の場合は 、 Program Files (x86 )) にインストー 
ルします。 インス トル先フォルダを変更するときは、 [ 変更]をクリッ 
クしてインストル先フォルダを入力します。 

[ 次へ ] をクリックすると、新規インストールを開始します。 




一 InstallShield 


インストール先 ® s 択 

ファイルをインストールするフォルダを逞折してく技い。 



Universal RAID Utility のインスト — ル先： 
C：¥Program FilesMUniversal RAID Utility 





変更 (0... 


InstallShield r - 

_< MS(B) A へ妙 〉 j ー キャンセル」 


引き続き、 [ インストル準備の完了 ] 画面を表示します。[インス 
卜ール ] をクリックします。 
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手順 6 新規インストールが完了すると、ウイザードの表示が 

右のようになります。 [ 完了 ] をクリックします。 


手順 7 インストールが正常に終了すると、[プログラムの変更 

と削除 ] に『 Universal RAID Utility 』というプログラムを登録 
します。 

また、システムで使用する RAID コントローラの種類や、 
ESMPRO/ServerManager の使用バージョン、有無により、以下 
の RAID コントローラを制御するプログラムをどちらか一方、あるいは 
両方登録することがあります。 

f LSI SAS Storage SNMP Agent はバージョン） 

『 WebPAMPRO Agent 』 





• [ブログラムの変更と削除]に登録している、上記の RAID コントローラを制御するプログラムは、 
絶対にアンインストールしないでください。アンインストールすると、 Universal RAID Utility が正 
常に動作しなくなります。 

•イベントログ[システム]の[ログサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認してくださ 
い。[必要に応じてイベントを上書きする]に設定していないと、イベントログのログサイズが最大値 
に達したとき、 Universal RAID Utility が検出したイベントを Windows のイベントログに登録 
したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラートを通報できなくなります。 

[ログサイズが最大値に達したときの操作]には、[必要に応じてイベントを上書きする]を設定し 
てください。 


更新インストール （ Windows ) 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、セットアッププログラムは新しいパージョンの 
Universal RAID Utility をインストールします。更新インストールでは、古いパージョンの以下の設定、状態を新しいパージョン 
に引き継ぎます。 

• インストール先フオルダ 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーティンゲシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 
手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 と同様です。 
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手順 2 更新インストールを開始すると 、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動します。[次へ]をクリックし 
ます。 



手順 3 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual 
C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントがコンピュータ 
に存在しない場合、右のメッセージダイアログを表示します。内容 
に従いインストールを継続するか、中断するかを決定してください 
(Universal RAID Utility Ver 2. ll 以降は 、 Microsoft .NET 
Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのラン 
タイムコンポーネントのインストールチェックを行わないため、このメツ 
セージダイアログを表示することはありません)。 


〇 こ ® 本体装蚩には、以下のコンポ — ネントがインストルされていません。 RAIDtii — アおよ U ロヴビューアを使用す 5 には、 

Jj 以下の ] ンポ - ネントをインスト - ルす S 必要があります。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 以降の再浦布可能パッケ'-ジ 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再 3_ 布 =1 能パッケージ (x86) 

まインスト - ルを継続す § と、 RAIDt ： ユ - アおよ加ヴビユ - ア奄インストルしません 〇 
トル碰続しま彻 

[? 主意 ] 

Windows Server 2008 Server Core で • は、 RAID If ： ユーアおよび□ヴ fl ーアは使用できません。[はい M] 奄クリックしてイン 
スト - ルを批続してく歧 U 

はい <» 」 u.... ぃぃ聊 ......] 


手順 4 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システ 

ムを管理する場合、使用する ESMPRO / ServerManager を選択 
します。使用する ESMPRO / ServerManager に対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 ESMPRO / ServerManager を使用しない場 
合、どちらもチェックする必要はありません。 

チェックしたら[次へ]をクリックします。 


手順 5 更新インストルを開始します。更新インスト-ル中 

は、右の画面を表示します。 




更新インストール中、右の画面を表示することがあ0ます。この画面を表示し 
たとさは 、 [Automatically close and attempt to restart applications .] を 
選択し、 [ OK ] をクリックします。 

更新インストールに失敗する可能性があるので 、 [Do not close 
applications . (A reboot will be required .)] を選択したり、 [ Cancel ] をク 
リックしないでください。 



The following applications are using files that need to oe updated by this setup. 



<♦ Automatically close and attempt to restart applications. 
C Do not close applications. (A reboot will be required) 

InstallShield - 



Cancel 」 
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- InstallShield 


手順6 更新インストールが完了すると、ウィザードの表示が 

右のようになります。[完了]をクリックします 。 

インストル結果の確認方法は、「新規インストル 
(Windows )」 と同様です。 


Ipl 紙 卜完了 

I Universal RAID Utility - ジヨン 2.1[U] にアツブデ - 卜しました ,:, 


く戻純） …―一 ] キャンセル」 


■: 更新インストールの対象となるファイルを使用している状態でインストールを行うと、インストールの最後 

I & T ! に「コンビュータの再起動」を要求することがあります。インストールを完了するには、コンビュータを再 
起動してください。 


追加インストール （ Windows ) 


Universal RAID Utility をインストールしているコンピュータの RAID コントローラの構成変更や、コンピュータを管理する 
ESMPRO/ServerManager の変更により、 Universal RAID Utility が導入するプ□ゲラムの構成を変更します。具体的には、 
以下のような場合、追加インストールを行う必要があります。 

參コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付けた 

參コンピュータから RAID コントローラを取り外した 

• コンピュータを監視する ESMPRO/ServerManager の追加、変更、削除を行った ( Ver 5.2 以降の 

ESMPRO/ServerManager の追加と削除、もしくは、 Ver 5.1 以前の ESMPRO/ServerManager の追加と削除） 

• ESMPRO/ServerAgent ディスクアレイ監視機能 Verl .50 以降の追加、削除を行った 

■-0 Universal RAID Utility Ver 2.1 以降では、[プログラムの変更と削除]に登録している 

03 『 Universal RAID Utility 』を使用して追加インストールを実行できません。 Universal RAID 

Utility のインストールイメージを使用して追加インストールを実行してください。 

手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 と同様です。 


手順2 追加インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動し、右の画面を表示します。 
[変更]を選択し、[次へ]をクリックします。 



22 































手順 3 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual 
C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントがコンピュータ 
に存在しない場合、右のメッセージダイアログを表示します。内容 
に従いインストールを継続するか、中断するかを決定してください 
(Universal RAID Utility Ver 2. ll 以降は 、 Microsoft .NET 
Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのラン 
タイムコンポーネントのインストールチェックを行わないため、このメツ 
セージダイアログを表示することはあ0ません)。 




XJ 

こ®本体装蚩には、以下の]ンポーネントがインストルされていません。 RAIDe：：L— ァおよ U ロヴビ1ーァを使用す5には、 
以下の]ンポ'■ネントをインスト-ルす S 必要があります。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 以降の再浦布可能パッケ'-ジ 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布 =1 能パ、クケ-ジ (x86) 

このままインスト'-ルを粃続す§と、 RAIDt： ユーアおよ1扣处1ーアをインストルしません。 

ィンストルを維続しますか？ 

[? 主意] 

Windows Server 2008 Server Core で•は、 RAIDt： ューアおよび [] ヴ t； ユーアは使用できません。[はい M] 初リックしてイン 
スト-ル鼓 B 続してく妓 U 


はい⑺」| [: ..XWiU)...... 


手順 4 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システ 
厶を管理する場合、使用する ESMPRO / ServerManager を選択 
します。使用する ESMPRO / ServerManager に対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 ESMPRO / ServerManager を使用しない場 
合、どちらもチェックする必要はありません。 

チェックしたら[次へ]をクリックします。 


XJ 


ESMP RO/Server Manager (D 透択 


Un i versa I RAID Util ity をインストレする本体装蛋の監視を行う ESMP RO/Server Manager を遥択します。 


W [ES M P RO/Server Manager 
厂 ESMP RO/Server Manager Ver4.0-Ver5.1(4) 


_< 戻 5(g) 次へ (N)> I _ キャンセル」 


手順 5 追加インストールを開始します。追加インストール中 

は、右の画面を表示します。 


セフトアブフ.ステータス 



漶『_祕_邮バー■一 


XJ 


InstallShieldllJ - 


手順 6 追加インストールが完了すると、ウイザードの表示が 

右のようになります。[完了]をクリックします。 

インストール結果の確認方法は、「新規インストール 
( Windows )」 と同様です。 



Sr, 

起動してください。 
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アンインストール （ Windows ) 


コンピュータに同じパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、セットアッププログラムは Universal RAID Utility 
をアンインストールします。 

アンインストールは、[プログラムの変更と削除]に登録している 『 Universal RAID Utility 』を選 
ItTl 択し、[削除]をクリックする方法でも開始できます。 

手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 と同様です。 


手順2 アンインストールを開始すると、 InstallShield Wizard 

が起動し、右の画面を表示します。[削除]を選択し、[次へ]を 
クリックします。 


手|1頃3 右のダイアログボックスで[はい]をクリックすると、アン 

インストールを開始します。[いいえ]をクリックすると、セツトアッププ 
ログラムを終了します。 


手|1頃4 アンインストールを開始します。アンインストール中は、 

右の画面を表示します。 


手順5 アンインストールが完了すると、ウィザードの表示が右 

のようになります。[完了]をクリックします。 

アンインストールが完了すると、[プログラムの変更と削除]に登録 
している『 Universal RAID Utility 』が削除されます。 

また、 RAID コントローラを制御するプログラムも一緒に削除されま 
す0 



逞折したアプリケーション、およ Ut ベての]ンポーネントを完全[こ削除しま t か 7 
!……… mm ■■■■■■■■■：] いい m ) 




■versa 


RAID Utility - InstallShield Wizard 


< mm ) 上""飞 7 -1 ^^ンセル」 


藝 アンインストールの対象となるファイルを使用している状態でアンインストールを行うと、アンインストール 

i ^ Ti の最後に「コンピュータの再起動」を要求することがあります。アンインストールを完了するには、コンビ 
ュータを再起動してください。 
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インストールの準備 ( Linux ) 


Universal RAID Utility を使用するには、以下のパッケージが必要です 。 Universal RAID Utility をインストールするコンビ 
ュータにインストールしていなければインストールします（1386版パッケージをインストールします)。 

■ 標準 C ++ ライブラリ： 
libstdc ++ 

■ GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリ： 

compat - libstdc ++-33 (SUSE Linux Enterprise の場合、 compat - libstdc ++) 

■ GCC ライブラリ： 
libgcc 

■ cron : 

vixie-cron (SUSE Linux Enterprise の場合、 cron ) 

パッケージをインストールする場合、以下の手順でインストールします。ここでは 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリのイ 
ンストールを例として説明します。 

手順1 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブ 

ラリがインストールされているかどうか調べます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリがすでにインストールされ 
ている場合、右のように表示します (* の部分は、オペレーティン 

グシステムにより異な 0 ます)。この場合、 「新規 インストール （ Linux 、 VMware ESX)」 に進みます。 


手順 2 GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリがインスト 
ルされていない場合、右のようにメッセージを表示します。この 
場合、以降の手順に従い、 GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブ 
ラリをインストールします。 

インストールしているオペレーテイングシステムのインストールデイ 
スクを用意します。 GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリを収 
録したインストールディスクを本体装置の CD-ROM/DVD-ROM 
ドライブにセツトします。 


手順 3 インストルディスクの GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリが存在するディレクトリへカレントディレクトリを変更し、 rpm コ 

マンドで GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリをインストールします (* の部分は、オペレーティングシステムにより異なります)。 

手順 4 インストール結果は、 rpm コマンドで確認します。インストールが完了すると、 

compat-libstdc++-33-3.2.3-* 

(* の部分は、オペレーテイングシステムにより異なります） 

というパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このパッケージが存在しません。 


新規インストール （ Linux、VMware ESX ) 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility を新規インストールします。 


■rO VMware ESX では 、 Universal RAID Utility は 、 ESX Server へインストールします。仮想マ 

シンにはインストールしないでください。 


手1_1 カレントディレクトリをインストールイメージが存在す 

るディレクトリに変更します。 

OS が Linux の場合、 
sh setup.sh --install 
と入力します。 

VMware ESX の場合、 
sh setup.sh --install --reptbljp 
と入力します。 


> cd インストールイメ ージ彥■格納したディレクトリ 

> sh setup, sh —install ® ■ ■ ■ ■] 

> 

> rpm -q UniversalRaidllti I ity 
Uni versa I Ra i dllt i I i ty-x. yy-z 

> rpm -q store I ib 春 ■ ■ ■ ■ 2 
store Iib-2. aa-0 

> 

> rpm -q WebPAMPRO_Agent 
WebPAMPR0_AGENT-3. aa. bbbb-cc 


> rpm -q compat-Iibstdc++-33 

パッケージ compat-1 ibstdc++-33 はインストールされていませ 
ん 

> rpm -ivh compat-Iibstdc++-33-*. i386. rpm 

Prepar ing... ## 柿 ############ 抑 ############ 

[ 100 %] 

1 : compat-Iibstdc++-33 甘 ############################# 
[ 100 %] 

> rpm -q compat-Iibstdc++-33 
compat-1ibstdc++-33-3. 2. 3-* 


> rpm -q compat-Iibstdc++-33 
compat-1ibstdc++-33-3_ 2. 3 -* 
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setup.sh が終了したら、インストールは完了です。 

手順 2 rpm コマンドでインストール結果を確認します。 

インストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility-x.yy-z 』 （x はメジャーパージョン、 yy はマイナーパージョン、 z はリビジョン番号） 

というパッケージがインストールされます。また、システムで使用する RAID コントローラの種類に応じて、以下の RAID コントローラを制御す 
るプログラムをどちらか一方、あるいは両方登録します。 

『 storelib-2.aa-0 』 （aa はマイナーパージョン） 

『 WebPAMPR0_Agent-3.aa.bbbb-cc 』 (aa.bbbb-cc はバージョン） 

インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 


VMware ESX 4の場合、『 storelib -2. aa -0 』 （ aa はマイナーパージョン）に含まれるモジユールがあ 
网 らかじめインストールされています 。 Universal RAID Utility は、このパッケージをインストールしません。 


更新インストール fLinux、VMware ESX) 


コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 「新規 インストール （ Linux、VMware ESX)」 と同 
じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、更新インストールを行います。更新インストールでは、古いパージョン 
の以下の設定、状態を新しいパージョンに引き継ぎます。 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーテインゲシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


追加インストール （ Linux、VMware ESX) 


コンピュータに同じパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 「新規 インストール （ Linux、VMware ESX)」 と同 
じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、追加インストールを行います。追加インストールでは、コンピュータに新 
しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき 、 Universal RAID Utility の RAID コントロー 
ラを制御するプロゲラムを追カロ、削除します。 


アンインストール （ Linux、VMware ESX) 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility をアンインストールします。 

手1晛1 インストールイメージ中の setup.sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストルイメージが存在するディレクトリ 
に変更し、 

sh setup.sh --uninstall 
と入力します。 

setup.sh が終了したら、アンインストールは完了です。 


手順 2 rpm コマンドでアンインストール結果を確認します。 

アンインストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility-x.yy-z J| (x はメジヤーバージョン、 yy 
はマイナーパージョン、 z はリビジョン番号） 

というパッケージがアンインストールされます。また、 RAID コントローラを制御するプログラムのパッケージもアンインストールされます。 


> cd インストールイメ ージを格納したデ#レクトリ 

> sh setup, sh —uninstall 

> 赢 

> rpm -q UniversalRaidllti I ity 

パッケージ UniversalRaidUti I ity は Vv/ 卜ールされていま 

せん # # # 

> 舞舞 

> rpm -q store I ib . ] ^ ® H 2 

ハッ ケ—ジ store I ib はインストー ルされ^:‘* ま％■ん 

> ***** 

rpm -q WebPAMPRO_Agent 

パッケージ WebPAMPRO_Agent はインストールされていません 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 


raidsrv サービス 

raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスを起動しないように設定し 
たり、 raidsrv サービスを停止しないでください。 

■-0 オペレーティングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX を使用する場合、 raidsrv サービスが 

m 障害などにより異常終了したり、 raidsrv サービスのプロセスを強制終了したとき、二重起動を防ぐた 

めのロックファイルが残るため、そのままの状態では raidsrv サービスが起動しなくなることがあります。 

このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、以下のファイルを削除します。 

/ va r / lock/su bsys / raidsrv 


シンクルユーザーモードでの起動 


Universal RAID Utility は、ネットワータ機能を使用します。そのため、 Linux や VMware ESX のシングルユーザーモードで 
は、ネットワーク機能が動作していないので Universal RAID Utility を使用できません。シンゲルユーザーモードで Universal 
RAID Utility を使用するには、以下の手順でネットワーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手11111 ネットワークサービスを起動します。 

手順 2 raidsrv サービスを起動します。 

手順 3 raidsrv サービスが正常に起動したことを確認しま 

す。プロセス ID が表示されれば、 raidsrv サービスは正常に起 
動しています。 


> /etc/in it. d/network start 響 ■■■■1 

> /etc/init. d/raidsrv start 

> /etc/init.d/raidsrv status 
raidsrv (pid 3738 3718) is running... 


raidsrv Agent サービス 

raidsrv Agent サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャツトダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv Agent サービスが動作していないと、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降を使用した RAID システムの管理は行え 
ません 0 raidsrv Agent サービスを起動しないように設定したり、 raidsrv Agent サービスを停止しないでください 0 
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RAID ビューア 


RAID ビューアを開くには、[スタート]メニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[Universal RAID Utility ] の順にポイントし、 [RAID ビユーア]を 
クリックします。 


( gl スタ-トアップ 
み Internet Explorer 
■ cd Outlook Express 


■ ITpl uutiook express 

□此ュ'-ア 


〇 □财プ u 回シ w トタウン』 


5 スタート 


irO 1 

r !.• -j 




RAID ビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つ 
ユーザーでなければ、 RAID ビューアを実行できません。 

インターネットに接続していないコンピュータで RAID ビューアを起動すると、 RAID ビューアが起動す 
るまでに数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ビューア、ログビューア起 
動時のデジタル署名の確認について」を参照してください。 


RAID ビューアは、同時に1つしか起動できません。 

RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテイングシステムを起 
動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していないため RAID ビューアを起動するとエラーと 
なることがあります。このときは、しばらくしてから RAID ビューアを起動しなおしてください。 


RAID ビューアを閉じるには、 RAID ビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリックします。 


ファイル(巳） 

棵作 (G ツ-ル( I ) 

再スキゃン ㈣ 

Ctrl + F 5 

プロパティ伍)… 


終了⑻ 

Alt + F 4 
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ログビューァ 


ロゲビューアを開くには、[スタート]メニューを使用します。 

[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[Universal RAID Utility ] の順にポイントし、[ログビューア]をク 
リックします 0 



i スタート 


もしくは 、 RAID ビユーアの[ツール] メニ ユーで [ログ ビユーア] を クリック します。 ッ-ル ( I )1_ ヘルプ 0^) _ 

イージー コン フィ5レーシヨ ン (£)■■■ 
□处ュ■-ア ( L ) Ctrl+L 


• ログビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つユ 
OJ — ザーでなければ、ログビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していないコンピュータでログビューアを起動すると、ログビューアが起動するまで 
に数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 R / aD ビューア、ログビューア起動時の 
デジタル署名の確認について」を参照してください。 


✓ ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 


ロゲビューアを閉じるには、ログビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリックします。 


ファ 

イル(巳)ヘルプ ( d ) 

最新®情報に更新 ( E ) F 5 

プロパティ(巴)… 

終了 〇〇 Alt + F 4 
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raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行するコマンドです。 

オペレーティンゲシステムが Windows の場合はコマンドプロンプト、オペレーティンゲシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX を使 
用する場合、コンソールや夕ーミナルで使用します。 

raidcmd の機能については、 「 raidcmd の機能」を參照してください 0 

irO • raidcmd を使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つユー 
ザーでなければ、 raidcmd を実行できません。 

• オペレーティングシステムが Linux 、 あるいは 、 VMware ESX の場合、 raidcmd のプロセスの中 
断などにより二重起動を防止するためのロックファイルが残ってしまうことがあ0ます。ロックファイルが 
存在するときに raidcmd を起動すると 

raidcmd :< RU 4009> The raidcmd command is already running . 

というメッセージを表示します。 raidcmd を二重起動していないときにこのメッセージが表示される 
場合、以下のファイルを削除してください。 

/ var / lock / subsys/raidcmd 


オペレーテインゲシステムが Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 の場合、「管 
理者：コマンドプロンプト」を使用してください。通常の「コマンドプロンプト」で raidcmd を使用すると、 raidcmd の出力を別ウインド 
ウの「管理者：コマンドプロンプト」に表示し、終了時にただちに「管理者：コマンドプロンプト」を閉じるため、 raidcmd の動作状況を 
把握できません。 

「管理者：コマンドプロンプト」は、以下の手順で起動します。 


手|1頃1 [スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[アクセサリ]の順にポイントし、[コマンドプロンプト]を右クリッ 
クします。ショートカットメニューで、[管理者として実行]をクリツ 
クします。 



手順 2 [管理者として実行]をクリックすると、[ユーザーア 

カウント制御]ダイアログボックスを表示することがあります。 
raidcmd を実行して問題ないときは、[続行]をクリックします。 



手順3 コマンドプロンプトが起動します。ウインドウのタイト 

ルが[管理者：コマンドプロンプト]であることを確認します。 
raidcmd は、[管理者：コマンドプロンプト]で使用します。 


屈管理者：コマンドブ□ンブト | 

Microsoft Windows [Versi^ 6.0.6001] 

Copyright (c) 2000 MicrosofV^Corporation. All rights 

C ： ¥Windows¥syst em32> M ♦♦ 3 
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スタンダードモードとアドバンストモード 

RAID ビューア、 raidcmd には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 
それぞれのモードで使用できる機能は、以下のようになります。 


機能項目 

RAID ビューァ 

raiacmd 

スタンダード 

アドバンスト 


対応機能 

対応コマンド 

モード 

モード 

表示情報更新 

再スキヤン 

rescan 

/ 


プロパティ参照 

プロパティ 

property 

/ 

〆 

論理ドライブ作成(シンプル） 

論理ドライブ作成 
シンプル 

mklds 

/ 


論理ドライブ作成(カスタム） 

論理ドライブ作成 
カスタム 

mkldc 


〆 

ブザー停止 

ブザー停止 

sbuzzer 

/ 


整合性チェック(開始） 

整合性チェック 

cc 

/ 

〆 

整合性チェック(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

cc 

/ 

〆 

整合性チェック(開始） 

スケジュール実 f 〒用 

該当機能なし 

CCS 

/ 

〆 

初期化(開始） 

初期化 

init 


〆 

初期化(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

init 



論理ドライブ削除 

論理ドライブ削除 

delld 


〆 

リビルド(開始） 

リビルド 

rebuild 


V 

リビルド(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

rebuild 


〆 

ホットスペア(作成） 

ホットスペア作成 

hotspare 

/ 


ホットスペア(解除） 

ホットスペア解除 

hotspare 

/ 

〆 

物理デバイスステータス変更(オンライン） 

弓蛍芾 1] オンライン 

stspd 


V 

物理デバイスステータス変更(故障） 

強制オフライン 

stspd 


/ 

実装位置表示 

実装位置表示(ランプ） 

slotlamp 

〆 

〆 

イ _ ジ _ コンフィグレ _ ション 

イージーコンフィグレーション 

econfig 

/ 

〆 

ログビューア起動 

ロゲビューア起動 

該当機能なし 

/ 

〆 

動作モード変更 

スタンダードモード 
アドバンストモード 

runmode 

/ 


パージョン情報の參照 

パージョン情報 

コマンド指定せずに実行 

/ 

〆 

オペレーション動作状況確認 

オペレーションビュー 

oplist 

/ 

〆 

RAID コントローラのオプションパラメータ設定 

RAID コントローラのプロパテイ optctrl 


V 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

論理ドライブのプロパティ 

optld 


V 
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起動時の動作モード 


RAID ビューア 


RAID ビユーアは、スタンダードモードで起動します。 RAID ビユーアを起動するときの動作モードをアドバンストモードに 
変更するには、 「 RAID ビューア起動時の動作モードを変更する」を參照してください。 

raidcmd 


raidcmd は 、 Universal RAID Utility インストール後はじめて起動するときは、スタンダードモードで動作します。動作モ 
—ドは、 "runmode" コマンドにより動作モードを変更しない限り変化しません(コンビュータを再起動しても動作モードは 
変化しません)。 


動作モードの変更 


動作モードの変更手順について説明します。 


RAID ビューア 


[ツール]メニューの[アドバンストモード]、あるいは、[スタンダードモード]を使用します。 
詳細は、「[ツール]メニュー」を參照してください。 

raidcmd 

"runmode" コマンドを使用します。 

手順1 スタンダードモードからアドバンストモードへ変 
更するには、" runmode" コマンドに - md = a のパ 
ラメータを指定して実行します。 

(例）動作モードをアドバンストモードへ変更する。 
raidcmd runmode - md=a 


/> raidcmd runmode -md=a 

Changed running mode to Advanced Mode" 

> 

> raidcmd runmode -md=s ® ■ ■ ■ ■ 2 
Changed running mode to ’’Standard Mode" 


手順 2 アドバンストモードからスタンダードモードへ変更するには、" runmode n コマンドに - md = s のパラメータを指定 
して実行します。 

(例）動作モードをスタンダードモードへ変更する。 
raidcmd runmode - md=s 
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RAID ビューァの機能 


RAID ビューアの機能について説明します。 

RAID ビューアは、オペレーテインゲシステムが Windows の場合のみ使用できます。 

RAID ビューアの構成 


RAID ビューア は、 ツリービュー、 オペ レーシヨ ン ビュー、メニュー、ステータスパーの4つのパー トで構成します。 



図2 RAID ビューアの構成 


ツリービュー 


ツリービューは、コンピュータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示します。また、 
各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 


ツリービューは、コンピュータに存在するそれぞれの RAID システ 
ムを 1 つの RAID コントローラのノードとして表示します。 

RAID コント ロー ラの ノー ドには、 RAID コント ロー ラに搭載する 
バッテリ、作成している論理ドライブとディスクアレイ、接続している 
物理デバイスの ノー ドがあります。1つの ノー ドは、コンポーネントの 
どれか1種類が1個存在することを意味します。 

すべてのノー ドには、アイコンがあります。アイコンは、コンピュータ 
や、 RAID コントロ-ラ、バッテリ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物 
理デバイスのコンポーネントの種類と、その状態をゲラフイカルに表 
現します。 


H 01 Computer 

'ヨ ■_ RAID コントローラ #1(0) MegaRAID SAS 8708EM2 (128MB) 
MS パッテリ [ 正常 ] 

- § ディスウアレイ #1(0) 

;0 LD #1(0) [オンライン] RAID 5 
::笔 PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 
I PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 
N …■謂 PD #3(2) [オンライン] SAS-HDD 
j -E PD #4(3) [ 専用ホットスペア ] SAS-HDD 
:@ PD 朽⑷ [ 共用ホットスペア ] SAS-HDD 
; -H PD #6(5) [レディ] SAS-HDD 
= -Q PD #7(6) [レディ] SAS-HDD 
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コンピュータ 


1番目のレベルのノードは 、 Universal RAID Utility が動作しているコンピュータを示します。 
コンピュータアイコンは、コンピュータに存在するすべての RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイコン 

意味 

説明 

III 

n 

□ 

コンピュータ-正常 

コンピュータ-警告 

コンピュータ-異常 

コンピュータのすべての RAID システムが正常に稼動しています。 RAID コントローラが 
故障と認識する問題は発生していません。 

コンピュータに以下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

コンピュータに以下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID コントローラ 


コンピュータのそれぞれの RAID システムは、1つの RAID コントローラのノードとして存在します。 RAID コントローラのノード 
は、1個の RAID コントローラを示し、 RAID コントローラの番号と ID 、 製品名を表示します。 

RAID コントローラアイコンは、 RAID コントローラ上の RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイコン 

意味 

説明 


RAID コントローラ-正常 

RAID コントローラのすべてのコンポーネント(バッテリ、論理ドライブ、物理デバイス)は 
正常に稼動しています。 RAID コントローラが故障と認識する問題は発生していませ 
ん〇 

RAID コントローラ上に以下の状態のコンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

[£] 

RAID コントローラ-警告 

□ 

RAID コントローラ-異常 

RAID コントローラ上に以下の状態のコンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


パツテリ 


RAID コントローラにバッテリを搭載していると、 RAID コントローラのノードには、バッテリのノードが存在します。バッテリのノ_ 
ドは、バッテリの状態を表示します。 


アイコン 

意味 


説明 

m 

バツテリ-正常 

バッテリは正常に稼動しています。 



バッテリ_警告 

バッテリに問題を検出しました。 



ディスクアレイ 


RAID コント ロー ラに論連ドライブを作成していると、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードが RAID コント ロー ラのノ 
—ドに存在します。ディスクアレイのノードは、番号と ID を表示します。また、ディスクアレイのノードには、作成している論理ド 
ライブ、構成している物理デバイス、割り当てている専用ホットスペアのノードが存在します。ディスクアレイのアイコンは、これら 
の状態を総合的に表します。 


アイコン 


意味 


説明 



m 

e 


ディスクアレイ-正常 ディスクアレイに作成している論理ドライブ、構成している物理デバイス、害1]0当ててい 

る専用ホットスペアは正常に稼動しています。 RAID コントローラが故障と認識する問 
題は発生していません。 

ディスクアレイ-警告 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の警告状態のコンポーネントが存在します。 


ディスクアレイ-異常 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の異常、警告状態のコンポーネントが存在しま 


す0 


34 




























物理デバイス-警告 


S . M . A . R . T ■エラーを検出した物理デバイスです。 


物理デバイス-異常 
テープ装置 

CD ドライブ / DVD ドライブ 


RAID コントローラが故障と認識した物理デバイスです。 
デバイスタイプが[テープ装置]の物理デバイスです。 
デバイスタイプが [ CD / DVD 1 の物理デバイスです。 


物理デバイスのノードは、ディスクアレイのノードと RAID コントローラのノードのと_ちらかにが存在します。論理ドライフを作成 
している物理デバイスと、専用ホットスペアに登録している物理デバイスは、ディスクアレイのノードに存在します。それ以外の 
物理デバイスは、 RAID コントローラのノードに存在します。物理デバイスのノードは、1台の物理デバイスを示し、物理デバイ 
スの番号と ID 、 状態、デバイスタイプを表示します。 

物理デバイスアイコンは、その物理デバイスのデバイスタイプと状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 



物理デバイス-レディ 
物理デバイス-オンライン 

論理ドライブを作成していない物理デバイスです。 

論理ドライブを作成している物理デバイスです。 RAID コントローラが故障と認識 


する問題は発生していません。 

@ 物理デバイス-ホットスペアホットスペアとして登録した物理デバイスです。 

物理デバイス-リビルド中 リビル％実行している物理デバイスです。 


✓ 複数のディスクアレイに作成した専用ホットスペアのノードは、それぞれのディスクアレイのノードに存在しま 
す0 


ショートカツトメニュー 


RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイス、バッテリのノードを右クリックすると、それぞれのシヨートカット 
メニユーを表示します。シヨートカットメニユーでは、プロパティを表示したり、オペレーシヨンを実行できます。 

それぞれの機能の詳細丈、「メニュー」を參照してください。 


オペレーションビュー 


オペレーシヨンビューは、 RAID ビューア起動後にコンピュータで実行したオペレーシヨンの動作状況、動作結果を表示します。 


論理ドライブ 


論理ドライブのノードは、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードに存在します。論理ドライブのノードは、1個の論理 
ドライブを示し、論理ドライブの番号と ID 、 状態、 RAID レベルを表示します。論理ドライブアイコンは、その論理ドライブの状 
態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

0 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動しています。 

m 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブの冗 
長性が失われているか、低下しています。 

□ 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブが停 
止し、アクセスもできません。 


RAID レベルが10または、50の論理ドライブは、 RAID コントローラの種類によっては、複数のディスクアレ 
_ イで構成されます。このような論理ドライブのノードは、複数のディスクアレイに存在します。 


物理デバイス 




©© 
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x (m 


オペレーション 

対象 


状態 

■整合性チIック 

RAID コント□ーラ#1 LD #2 

完了 _ 


初期化 RAID] ント□ーラ#1 LD #2 完了 

整合性チ：[ック RAID コント□ーラ#1 LD #1 停止 

初期化 RAID コント□ーラ#1 LD #2 完了 

整含性チIック RAID コント□ーラ#1 LD #3 停止 


図3オペレーションビュー 

オペ レーショ ンビ ューに 表示するオペ レーショ ンの種類は以下のとおりです。それぞれのオペ レーショ ンごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 

■ 初期化 

■ リビルド 

■ 整合性チェック 

表示するオペ レーション は 、 RAID ビューアを 起動時に実行中のオペ レーショ ン 、 RAID ビューアを 起動後に開始したオペ レーションで 
す 。 

オペレーシヨンの動作状況、動作結果は、[状態]で判断できます。 


状態 

説明 

実行中(/ V %) 

オペレーションを実行中です（/ V は進涉度です)。 

完了 

オペレーションは正常終了しました。 

失敗 

オペレーションは異常終了しました。 

停止 

オペレーションを停止しました。 

一時停止(/\/%) 

オペレーションは一時停止中です（/\/は進涉度です）。 

実行待ち(/!/%) 

オペレーションは実行を待ち合わせています（/ V は進埗度です）。 

停止処理中 

オペレーションを停止しています。 


終了したオペレーシヨンの表示は、 RAID ビューアを終了するまで表示します。次回 RAID ビューアを起動しても終了したオペレーシ 
ヨンはオペレーシヨンビューに表示しません。 


RAID ビユーア起動中に動作を終了したオペレーシヨンを削除 
するには、削除するオペレーシヨンをクリックし、[削除]をクリックし 
ます。 


また、実行中のオペレーシヨンは途中で停止できます。オペレー 
シヨンを停止するには、 停止するオペレーシヨンをクリックし、[停止] 
をクリックします。 



X Q ) 


II オペレ-ショレ 

対象 

状態 

1堅合性チ1妁 


RAIDIDR 

:]- ラ #1 LD #2 

完了 

初期化 


RAID コント □- ラ #1 LD #2 

完了 

整合性チ1ック 


RAID コント □- ラ #1 LD #1 

f 亭止 

© f 亭止⑼ 

X 肖 1 fe (的 | 

1 

Iオペ レーシヨ ン 

討象 

状態 

1堅合性チ1妁 


RAID] ント [: 

トラ #1 LD #1 

実行中(□%) 1 

初期化 


RAID コント □- ラ #1 LD #2 

完了 

整合性チ1ック 


RAID コント □- ラ #1 LD #3 

f 亭止 




• 停止できるオペレーションは、動作モードにより異なります。詳細は、「スタンダードモードとアドバンス 
トモード」を參照してください。 

• オペ レーショ ンの停止は、 RAID コント ローラの 種類により サボー トしていない場合があります。その場 
合、[停止]が有効になりません。 


Sr, 

を実行すると、正しい進埗度を表示します。 
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メニュー 


RAID ビューアには、 [ファイル]、 [操作]、[ツール]、[ヘルプ]の4つのメニューがあります。 



ファイル⑸ 


RAID Utility - RAIDEil ーア 


搮作 (G ツ-ル (i) ヘルプ (a) 


図4 RAID ビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


• RAID ビューアの動作モードが「スタンダードモード」のときは、スタンダードモードで使用できない機 
能はメニューに表示しません。 

• ツリービューで選択している処理対象コンポーネントの種類や、処理対象コンポーネントの状態によ 
0対象のメニュー項目を実行できないときは、メニューをクリックできません。 


[ファイル] メニュー 


[ファイル] メニューには、 RAID ビューアの表示情報更新や、各コンポーネントのプロパティ表示、 RAID ビューアの終了とい 
った機能を実行するメニューがあります。 


こュー項目 説明 


[再スキヤン] 現在の RAID システムの管理情報を取得しなおし 、 Universal RAID Utility が管理する RAID シス 

テムの情報を更新します。 RAID ビューアの表示情報は、取得しなおした情報に更新します。 
[プロパティ] ツリービューで選択しているコンポーネント ( RAID コントローラ、バッテリ、ディスクアレイ、論理ドライブ、 

物理デバイス)のプロパティを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 


[操作]メニュ- 


[操作]メニューには、 RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスに対してオペレーシヨンを実行するメニューがあります。 
[操作]メニューの機能を使用するには、先にツリービューで該当するコンポーネントをクリックし、[操作]メニューで実行したい 
メニューを選択します。 

[操作]メニューの機能は、選択しているコンポーネントの種類や、そのコンポーネントの状態により、選択できないときがあ 
ります(右の図は、アドバンストモ-ドで RAID ビュ-アを実行しているとき、ツリ-ビュ-で RAID コントロ-ラをクリックし、[操作] 
メニューを開いた例です)。 

また、 RAID ビューアの動作モードがスタンダードモードのときは、スタンダードモードで制限している機能は選択できません。 
動作モードによる使用できる機能の内容は、「スタンダードモードとアドパンストモード」を参照してください。 

RAID コントローラで実行できる機能 


こュー項目 説明 


[論理ドライブの作成] 選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作成]には、[シンプル]と[カスタム]の2つのモードがあります。 

[シンプル]は、 RAID レベルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作成できま 
す0 


[カスタム]は、設定を細かく指定して論理ドライブを作成できます。 
[ブザー停止] RAID コントローラのブザーを停止します。 
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論理ドライブで実行できる機能 


メニュー項目 


説明 


[整合性チェック] 選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 

[初期化] 選択した論理ドライブに初期化を実行します。 


[初期化]には、[完全]と[クイック]の2つのモードがあります q 
[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

[クイック]は、論理ドライブの管理情報が存在するブロックのみ初期化します。 
[論理ドライブの削除] 選択した論理ドライブを削除します。 


物理デバイスで実行できる機能 


こュー項目 説明 


[リビルド] 選択した物理デバイスをリビルドします。 

[ホットスペア] 選択した物理デバイスでホットスペアを作成します。もしくは、ホットスペアを解除します。 

[共用ホットスペア作成]は、物理デバイスを同一 RAID システム内のすべての論理ドライブのホッ 
トスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

[専用ホットスペア作成]は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとして使用できる 
専用ホットスペアにします。 

[ホットスペア解除]は、物理デバイスをホットスペアから解除します。 


[強制オンライン] 

選択した物理デバイスをオンラインにします。 

[強制オフライン] 

[実装位置表示] 

選択した物理デバイスをオフラインにします。 

選択した物理デバイスを実装するスロットのランプを点灯(点滅)します。 

[オン]は、ランプを点灯(点滅)します。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


[ツール]メニュー 


[ツール]メニューには、 RAID システムの管理に使用するツールや、 RAID ビューアの動作を変更する機能を実行するメニュ 
—があります。 


こュー項目 説明 


[イージーコンフィゲレーション] RAID システムを簡単に構築するイージーコンフィグレーションを実行します。 
[ログビューア] ログビューアを起動します。 

[7 ドバンストモード]または 動作モードを変更します。動作モードにより、メニューの表記が変化します。 

[スタンダードモード] [アドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 

[スタンダード モード] は、動作 モー ドをスタンダード モー ドに変更します。 
[オプション] Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]メニュー 


[ヘルプ]メニューには 、 Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示するメニューがあ 
ります0 


こユー項目 説明 


[パージョン情報] Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのバージョンを表示します。 
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ステータスパー 


ステータスパーは 、 RAID ビューアの動作モードを表示します。 


スタンダード 

"1 



アドパンスト 



図 5 RAID ビュー ア ステータスバー 
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<RU0304> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブ® ステータスは 縮退です。 

<RU0410> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] H 含性チ 1ッりが完了しました。 

<RU0409> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] II合性チ1 ッ ウが閉眙されました。 

<RU0301> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0401> [CTRL:1(ID=0) LD ： 1(ID=0)] 論理ドライブ®ステ-タスはオンラインです。 
<RU0307> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0306> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT-2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0304> [CTRL ： 1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブのステ-タスは縮退です。 

<RU0405> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 初期化が完了しました。 

<RU0417> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブ®キゃッシュモードが変更されま... 
<RU0404> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 初期化が問始されました。 

<RU0415> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブが作成されました。 

<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD: 3 (ID =93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 1 53014 ... 
<RU0302> [CTRL ： 1(ID=0) PD:2(ID=68 ENC=1 SLT=3) HITACHI HUS 151 狐 .. 
<RU0302> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 1(ID=16 ENC=1 SLT=1) HITACHI HUS 151^.., 
<RU0416> [CTRL ： 1(ID=0) LD ： 1(ID=0)] 論理ドライブが則除されました。 

< RU020S> [CTRL :1 (ID = □)] RAID コントロ-ラ伽仆口-ルリード優先度が変更されまし... 
<RU020S> [CTRL：1(ID=0)] RAID コントロ-ラのパトロ-ルリ-ド優先度が変更されまし... 
<RU020S> [CTRL: 1(ID=0)] RAID コント□ーラ®パトロ-ルリ-ド優先度が変更されまし...二 J 


ログビュー 


ステータスパー 


図6 ログビューアの構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更以外の用途では使用しません。 

ログビュー 


ロゲビユーは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ログを表示します。 
ロゲビユーアで參照できる情報は以下のとおりです。 


項目 説明 


種類 ログには次の3種類があ0ます。 

© 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

&警告：致命的ではありませんが注意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

S 情報：オペレーションの実行状況など、問題では6い事象が発生したときに記録するログです。 
日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。24時間制で表示します。 

ID ログのイベント ID です。 

説明 ログの内容です。 


ログビューァの機能 


ログビューアの機能について説明します。 


ログビューァの構成 


ロゲ ビューア は、ログ ビュ_、メニュー、ステータスパーの 3 つのパー トで構成します。 


メニューパ- 


-Inlxil 


ファイル(巳）ヘルブ Gd) 


日付 B 賴 lj ID 兑明 


mttaa 彐菁菁菁 a 班 m 菁菁菁菁菁菁 

® A[^'[s '[^'[^'[^'[^ ' © A[^ '[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^ ■ 
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任意のイベントをダブルクリックすると、イベントの内容をダイアロ 
グで表示します。 




ロゲビューアには、 [ファイル]、[ヘルプ] の2つのメニューがあります。 



図7 ログビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


[ファイル]メニュー 


[ファイル] メニューには、ログビューアの表示情報更新や、ロゲビューアの終了といった機能を実行するメニューがあります。 


こュー項目 説明 


[最新の情報に更新] RAID ログの内容を読み込み、ログビューに表示する内容を最新の状態に更新します。 

[プロパティ] [イベントのプロパティ]ダイアロゲボックスを開き、ログビューアで選択しているイベントの内容を表示し 

ます。 

[終了] ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]メニュー 

[ヘルプ]メニューには、ログビューアのパージョンを表示するメニューがあります。 


こュー項目 説明 


[パー ジョン情報] ログビュ ーアのパー ジョンを表示します。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 


コマンドライン 


raidcmd を使用するには、右の形式でコマンド、および、必要 
に応じてコマンドのパラメータを指定します。 


> raidcmd コマンド〈コマンドの パラメー タ〉 



コマンドのパラメ-夕を指定せず y を実行すると w のパ-ジヨンを表示しま 


raidcmd の返却値 


raidcmd の返却値は、コマンドの実行結果を返却します。 


返却値 


実行結果 

0 

コマンド正常終了 


1 

コマンド異常終了 



raidcmd のエラーメッセージ 


raidcmd のコマンドが異常終了したときは、右の形式でェラー 
メツセー ジを表示します。 



raidcmd のコマンド 


raidcmd のコマンド、および、コマンドのパラメータについては、「付録 B : raidcmd コマンドリファレンス」を參照してください。 
•• help " コマンドを実行すると、 raidcmd のヘルプを表示します。 

raidcmd の中断 


オペレーティンゲシステムが Windows の場合、 raidcmd はシステムフォルダにインストールするバッチファイルを実行します(このバッ 
チファイルが Universal RAID Utility をインストールしたフォルダ中の raidcmd のバイナリ形式ファイルを実行することにより 、 raidcmd 
の機能を実現しています)。そのため、 raidcmd の実行を中断するとき、コマンドプロンプトで CTRL + C を使用すると、「バッチジョ 
ブを終了しますか（丫 / N )? 」という確認メッセージを表示します。丫と N のど_ちらかを入力して raidcmd のバッチファイルを終了してく 
ださい。このメッセージを表示する時点で raidcmd のバイナリ形式ファイルの実行は中断しています。 
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メ: 

夕: 


すぐ 


リピルド優先度 
整合性チ I ック優先度 
パト□ールリード 
パト□ールリード優先度 
ブザー該定 


Fs ： 

中 

有効 

中 

無効 


raidcmd で RAID コントローラのプロパティを参照するには、 
property " コマンドを使用します 0 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
■C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号1 ) の プロ パ 
ティを參照する。 

raidcmd property - tg=rc - c=l 


> raidcmd property -tg=rc -( 

:=1 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

1.12.02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 


項目 

RAID ビューァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 

Universal RAID Utility における、 RAID コントローラの管理番号(論理アドレス)です。 
Universal RAID Utility が RAID コントローラごとに1から始まる番号を割0当てます。 

ID 

ID 

RAID コントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
では、この識別情報のアドレスを使用します。 

製造元 

Vendor 

RAID コントローラの製造元です。 

製品名 

Model 

RAID コントローラの製品名です。 

ファー厶ウェアパージョン 

Firmware Version 

RAID コントローラのファームウエアのパージョンです。 

キャッシュサイズ 

Cache Size 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリのサイズです（単位： MB )。 


RAID コントローラの情報は、 RAID コントローラのプロパティで參照します。 


RAID ビューアで RAID コントローラのプロパティを參照するには、 
J - ビューで參照したい RAID コントローラをクリックし、[ファイル] 
:ュ-で[プロパティ]をクリックします。 

RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブと[オプション] 
きがあります。 

[全般1タブは、 RAID コントローラのプロパティを表示します。 


[オプション]タブは、 RAID コントローラの設定を參照できま 

) 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


RAID] ント□ーラのブ□パティ 


RAID コントローラ®ブ□パテイ 


r ? 553>]| 


3 


:全般|オプション| 

項目 


番号 

1 

ID 

□ 

製适元 

LSI Corporation 

製品名 

MegaRAID SAS 870 SEM 2 (12 SMB ) 

ファ-ムウ I アパージヨン 

1.12. 32-0501 

キャッシュサイズ 

128 MB 





RAID システムの情報參照 


RAID システムのコンフィゲレーシヨン、状態などの情報や、 RAID システムの動作記録を參照する方法について説明します。 

RAID コントローラのブロパティを參照する 


Tl JdJdJd H 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 


Battery Status 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。以下の3つの状態があります。 
正常/ Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :パッテリがなんらかの理由によ〇正常に使用できない状態であることを 
指します。 

未接続/ Not Present : RAID コントローラにバッテリが存在しないことを指します。 

初期化優先度 

Initialize Priority 

初期化処理をコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いです。 
以下の3つの設定があ0ます。 

高/ High :初期化処理を高い優先度で実行します。 

中/ Middle :初期化処理をバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :初期化処理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

Rebuild Priority 

リビルをコンピュータシステ厶内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いです。以下 
の3つの設定があ0ます。 

高/ High : リビルドを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :リビルドをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low : リビルドを低い優先度で実行します。 

整合性チェック優先度 

Consistency Check 
Priority 

整合性チェックをコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いで 
す。以下の3つの設定があ0ます。 

高/ High :整合性チェックを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :整合性チェックをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :整合性チェックを低い優先度で実行します。 

パトロ—ルリ—ド 

Patrol Read 

パトロールリードの実行有無を設定します。 

有効/ Enable : パトロ-ルリ-ドを実行します。 

無効/ Disable : パトロ-ルリ-ドを実行しません。 

パトロ-ルリード優先 
度 

Patrol Read Priority 

パトロールリードをコンピュータシステ厶内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いで 
す。以下の3つの設定があります。 

高/ High :パトロールリードを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :パトロールリードをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :パトロールリードを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

Buzzer Setting 

RAID システムで障害が発生したとき、 RAID コントローラのブザー機能を使用するかどう 
かを設定します。 

有効/ Enable : ブザー機能を使用します。 

無効/ Disable :ブザー機能を使用しません。 





RAID コントローラのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラの種類 
によっては、サボートしていないことがあります。サボートしていない項目は、値が空白、もしくは、リスト 
に表示しません。 


パッテリのプロパティを参照する 


RAID コントローラに搭載するパツテリの情報は、 RAID ビューアではバツテリのプロパティで参照します。 raidcmd では RAID コントロ 
-ラのプロパティで參照します。 


RAID ビューアでバッテリのプロパティを參照するには、ツリービュ 
-で參照したいバッテリをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパ 
ティ]をクリックします。 

バッテリのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般]タブ 
は、パッテリのプロパティを表示します。 
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項目 

RAID ビューア 


説明 


ステータス RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

以下の3つの状態があります。 

正常/ Normal :パッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指します。 
未 接続/ Not Present : RAID コント ローラに バッテリが存在しないことを指します。 


論理ドライブのブロパティを參照する 


論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを參照するには、ツリ 
_ ピュ ー で参照したい論理ドライブをクリックし、[ファイル]メニュ _ 
で[プロパティ]をクリックします。 

論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブ 
があります。 

[全般]タブは、論理ドライブのプロパティを表示します。 


盏3ドライブ CD ブロ八ティ 


画コオプション I 


項目 

値 

番号 

1 

ID 

0 

物理ス番号 

1,2,3 

ディスクアレイ脩幸 IS 

番 e ) 

RAID レベル 

RAID 5 

容量 

66 GB 

ストライブサイズ 

64 KB 

キャクシ1モード〔現在厄〕 

Write Through 

ステしタス 

オンライン 


[オプション]タブは、論理ドライブの設定を參照できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


ドライブ①ブロパティ 


XJ 


金胺 


項目 

値 

キゃヶ'ン1モード（設定悃〕 

自射)切替 zi 


raidcmd で論理ドライブのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg :論理ドライブのプロパティを参照するには、 Id を指定 

-c :プロパティを参照する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

-I :プロパティを参照する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番 
号1 ) のプロパティを參照する。 
raidcmd property - tg=ld - c=l -1=1 


> raidcmd property -tg=ld -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

0 

Physical Device Number 

1, 2, 3 

Disk Array Information 

1(order 1/1) 

RAID Level 

RAID 5 

Capacity 

20GB 

Stripe Size 

64KB 

Cache Mode (Setting) 

Auto Switch 

Cache Mode (Current) 

Write Back 

Status 

> 

Online 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Logical Drive # Y 

Universal RAID Utility における、論理ドライブの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値に対応して、 1 から始まる番号を割 0 当てます。 

ID 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する論理ドライブと、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デパイス番号 

Physical Device 
Number 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

ディスクアレイ情報 

Disk Array 
Information 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に関する情報で 
す。以下の形式で情報を表示します。 

<RAID ビユーア> 

ディスクアレイ番号（先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
< raidcmd > 

ディスクアレイ番号 (order 先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

RAID レベル 

RAID Level 

論理ドライブの RAID レベルです。 

RAID 0, RAID 1 ,RAID 5, RAID 6, RAID 00, RAID 10, RAID 1 E , RAID 50, RAID 
60 を表示できます。 

容量 

Capacity 

論理ドライブの容量です（単位 GB )。 

ストライプサイズ 

Stripe Size 

論理ドライブのストライプサイズです。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表 
示できます。 

キャッシュモード（現在 

Cache Mode 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

値） 

( Current ) 

以下の2つのモードがあ0ます。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

キャッシュモード（設定 

Cache Mode 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

値） 

( Setting ) 

以下の3つの設定があ0ます。 

自動切替/ Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

Status 

論理ドライブのステータスです。 

以下の3つの状態があります。 

オンライン/ Online :論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指します。 

縮退/ Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低下した状態を 
指します。論理ドライブへのアクセスは可能です。 

オフライン/ Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアクセスも不可能な状態を 
指します。 



• RAID レベルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID コント ローラ ごとにサボートする内容が異なり 
ます。サボートしない種類の値は、値が空白、もしくは、表示しません。 

• キャッシュモードの種類は、 RAID コントローラごとにサボートする内容が異なります。サボートしない 
種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ごとにサボ 
-卜する内容が異なります。サボートしていない項目は、リストに表示しません。 


■: 論理ドライブの状態は、 RAID レベルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

let I RAID レベルが RAID 10および RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、ど_の物理デバイス 
が故障したかにより、縮退かオフラインの i ：" ちらかの状態となります。 


故障した物理デバイスの台数 

0 台 

1台 

2台 

3台以上 

RAID 0 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

- 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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物理デパイスのブロパティを參照する 


物理デバイスの情報は、物理デバイスのプロパティで參照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを參照するには、ツリ 
-ビューで参照したい物理デバイスをクリックし、[ファイル]メニュ 
一で[プロパティ]をクリックします。 

物理デバイスのプロパティには、[全般] タブがあ0ます。 [全般] 
タブは、物理デバイスのプロパティを表示します。 


物理デパイスのブ□パティ 


[ 屋 :]I 



項目 

值 

番号 

1 

ID 

□ 

エンクロージ V 

1 

スロット 

1 

デバイスタイプ 

HDD 

インタフ I - ス 

SAS 

製适元/製品名 

HITACHI HUS 1 51473 VLS 300 

ファ-ムウ I アパージヨン 

A 42 A 

シリアル苗号 

JCWRWTPK 

容量 

67 GB 

ステータス 

オンライン 

S . M . A . R . T . 

正芾 


raidcmd で物理デバイスのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg : 物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C : プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コント ローラの 番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス 
番号1 ) のプロパティを參照する。 
raidcmd property - ta=pd _ c=l - p=l 


> raidcmd property -tg 二 pd -c=1 -p=1 1 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Online 

S. M. A. R. T. 

> 

Normal 


項目 

RAID ビューァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller 
Physical Device #Y 

Universal RAID Utility における、物理デバイスの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値の小さいものから順番に1から始まる番 
号を害 ij り当てます。 

ID 

ID 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する物理デバイスと、 Universal RAID Utility の管理する物理デバイスを対応させるに 
は、この値を使用します。 

ID の形式は RAID コントローラの種類により異なります。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを収納するエンクロージャの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

スロット 

Slot 

物理デバイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

デバイスタイプ 

Device Type 

物理デバイスのデバイスのタイプです。 

以下の4種類があります。 

HDD :ハードディスクドライブ 

HDD ( SSD ) :ソリッドステートドライブ 
テープ装置：テープ装置 

CD/DVD : CD ドライブ、あるいは DVD ドライブ 

インタフェース 

Interface 

物理デバイスを接続するインタフェースのタイプです。 

以下の2種類があります。 

SAS : Serial Attached SCSI 

SATA : Serial ATA 

製造元/製品名 

Vendor/Model 

物理デバイスの製造元と製品名です。 

ファー厶ウェアパージョン 

Firmware Version 

物理デバイスのファームウ I アのパージョンです。 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

シリアル番号 

Serial Number 

物理デバイスのシリアル番号です。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

容量 

Capacity 

物理デバイスの容量です（単位 GB )。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ステータス 

Status 

物理デバイスのステータスです。 

以下の5つの状態があ0ます。 

オンライン / Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれており、正常に動作して 
いることを指します。 

故障 / Failed :物理デバイスが故障していることを指します。 

リビルド中 / Rebuilding :物理デバイスがリビルド中であることを指します。 

ホットスペア / Hot Spare :物理デバイスをホットスペアに設定していることを指します。 
レディ / Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ホットスペア彳青幸 g 

Hot Spare 
Information 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

以下の2種類のモ-ドが初ます。 

共用 / Global : RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できま 
す。 

専用 / Dedicated :指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できます。指定したデ 
ィスクアレイの番号も表示します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] のホットスペアを作成している物 
理デバイスの場合のみ表示します。 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . ( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結果を 
表示します。以下の2種類の状態があ0ます。 

正常 / Normal : S . M . A . R . T . エラーを検出していません。 

検出 / Detected : S . M . A . R . T . エラーを検出しています。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 



物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラご_とにサ 
ポートする内容が異なります。サボートしていない項目は、値が空白、もしくは、リストに表示しませ 
ん〇 

強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していなくても[ステータス]/ [ Status ] は[故 
障]/ [ Failed ] となります。 


ディスクアレイのプロパティを參照する 


ディスクアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで參照します。 


RAID ビューアでディスクアレイのプロパティを參照するには、ツリ 
-ビューで參照したいディスクアレイをクリックし、 [ファイル] メニュ_ 
で[プロパティ]をクリックします。 

ディスクアレイのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タブは、ディスクアレイのプロパティを表示します。 


ディスクアレイのブ□パティ 


21 ! 




項目 


番号 

1 

ID 

□ 

物理デパイス番号 

1, 2,3 

容量 

100 GB 

未使用容量 

□GB 


raidcmd でディスクアレイのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg :ディスクアレイのプロパティを參照するには、 da を指定 

-C :プロパティを參照するディスクアレイが存在する RAID コントローラの番号 

-a :プロパティを参照するディスクアレイの番号 


> raidcmd property -tg 二 da -c=1 -a=1 
RAID Controller #1 Disk Array #1 
ID : 0 

Physical Device Number : 1 ， 2 ， 3 

Capacity : 67GB 

Unused Capacity : 47GB 
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(例）ディスクアレイ （ RAID コントローラ番号1,ディスクアレイ番号 1) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - ta=da - c=l - a=l 


項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Disk Array #Y 

Universal RAID Utility における、ディスクアレイの管理番号(論理アドレス)です。 

ID 

ID 

ディスクアレイのオリジナルの識別情報です。 RAID コント ローラの BIOS ユー ティリティが管 
理するディスクアレイと、 Universal RAID Utility の管理するディスクアレイを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デパイス番号 

Physical Device 
Number 

ディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

容量 

Capacity 

ディスクアレイの容量です（単位 GB )。 

未使用容量 

Unused Capacity 

ディスクアレイの未使用領域の容量です（単位 GB )。 


オペレーションの実行状況を確認する 


RAID システムで実行しているオペレーシヨンの実行状況を RAID ビューア、および、 raidcmd で確認できます。 

RAID ビュ ーアで オペ レーシヨ ンの実行状況を確認するには、オペ レーシヨ ンビ ューを 使用します。オペ レーシヨ ンビュ H こついては、「才 
ペレーシヨ ンビュ ー」 を參照してください。 


raidcmd でオペレーションの実行状況を確認するには、 
M oplist M コマンドを使用します。 

(例）実行中のオペレーションを確認する。 
raidcmd oplist 

" oplist " コマンドで表示するオペレーションの種類は以下のと 
おりです。それぞれのオペレーションごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 


> raidcmd oplist 
RAID Controller #1 

LD #1 : Consistency Check (52%) 
LD #2 : Initialize (33%) 

PD #1 : Rebuild (99%) 

RAID Controller #2 

LD #1 : Consistency Check (2%) 

PD #2 : Rebuild (22%) 

> 


■ 初期化 ( Initialize ) 

■ リビルド （ Rebuild ) 

■ 整合性チェック (Consistency Check ) 

表示するオペレーションは、 raidcmd を実行時に実行中のオペレージョンです。終了したオペレージョンは表示しません。終了した 
オペレーシヨンの結果は 、 RAID ロゲやプロパティで確認します。 
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RAID システムの情報を最新の状態にする 


Universal RAID Utility が管理する RAID システムの管理情報は、 raidsrv サービスが次のタイミングで取得します。 

■ raidsrv サービスを起動したとき 

■ RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したとき 

これら以外のタイミングで RAID システムの管理情報を更新したい場合は、 RAID ピューア、もしくは、 raidcmd で RAID システムの 
情報を取得しなおします。 


RAID ビューァ 

[ファイル]メニューの[再スキヤン]を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。[ファイル]メニューで[再スキャン]をクリック 
します。 raidsrv サービスは RAID システムの情報を取得しなおし、 RAID ビューア 
の表示する内容を更新します。 


ファイル(巳） 

棵作ツ-ル( I ) 

再スキゃン ㈣ Ctrl + F 5 


プ□パ亍ィ⑻ ■■■ 

終了 ( K ) Alt + F 4 


raidcmd 


" rescan " コマンドを使用します。 


手順 1 " rescan " コマンドを実行します。 raidsrv サ 
-ビスは RAID システムの情報を取得しなおします。 

(例） RAID システムの情報を最新の状態にする。 
raidcmd rescan 



RAID システムの動作記録を参照する 


RAID システムに対する操作、および、 RAID システムで発生したイベントは 、 Universal RAID Utility の RAID ログに記録します。 
オペレーテインゲシステムが Windows の場合 、 RAID ログを參照するには、ログビューアを使用します。 


ロゲビューアに表示する RAID ログの内容は、ロゲビューアを起動したときの内容です。 RAID 口 
ゲの内容を更新するには、[ファイル]メニューで[最新の情報に更新]をクリックします。ログビュ 
-アは RAID ロゲを取得しなおし、表示する内容を更新します。 


カイル 〔£〕 

八ルコ 〔 d) 

最昕 © 皤報に更新 © F5 


7□ バラ 4E 〕 


オペレーテインゲシステムが Linux の場合、 RAID ロゲを参照するには、テキストエディタなどで RAID ログのファイルを直接參照します。 
詳細は 「RAID ロゲへのイベントの記録」を參照してください。 
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RAID システムの コンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイゲレーシヨン (RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じていろいろな機能を提供しています。 



共用ホットスペア や 専用ホット 
スペアを ミスなく簡単に設定で 
きます。 


「ホットスペアを作成する」 
+を參照してください 




図8 RAID システムのコンフイグレーシヨン機能 
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ホットスペアを作成する 


Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、以下の2種類のモードがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

いずれのモードにおいても、ホットスペアとして機能するためには以下の点に留意する必要があります。 

■ ホットスペアは、同一のインタフエースタイプ、同一のデバイスタイプの物理デバイスで構成するディスクアレイにのみホットスペア 
として機能します。 

■ ホットスペアは、障害が発生した物理デパイスとホットスペアの容量が同じか、もしくは、障害が発生した物理デバイスの容量 
がホットスペアの容量よりも小さい場合のみ機能します。 

■ S . M . A . R . T ■エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 

共用ホットスペアとは 

共用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、共用ホットス 
ペアは論理ドライブ#1と#2のホットスペアとして機能します。 





共用 

ホツトスペア 



共用ホットスペアは、 RAID コント ローラ 
のすベての論理ドライブのホツトスペアと 
して機能します。 


図9共用ホットスペア1 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホットスペアとしても 
機能します。 



図10共用ホットスペア2 
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専用ホットスペアとは 


専用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。専用 
ホットスペアは、以下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

〆 • RAID レベルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成でき 
ません。 

• 論理ドライブが存在しないディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 

• 専用ホットスペアは、ディスクアレイを構成する物理デバイスと、インタフエースタイプ、デバイスタイプ 
が同じ物理デバイスで作成できます。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。作成する論理 
ドライブに論理ドライブ#1のみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1のホットスペアとして機能します。論理ドラ 
イブ#2のホットスペアとしては機能しません。 




専用 

ホツトスペア 



専用ホットスペアは、選択した論理ドラ 
イブ#1のホットスペアとしてのみ機能し 
ます。 


図11 専用 ホットスペア1 


(例 2) 例1とは異なり、専用ホットスペアを作成する論理ドライブに論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方を選択すると、 
専用ホットスペアは論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方のホットスペアとして機能します。 



例 1) とは異なり論理ドライブ#2も選択 
したため、論理ドライブ#1と#2の両方 
のホットスペアとして機能します。 


図12 専用 ホットスペア2 


(例 3) 例1の RAID システムで、物理デバイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブ#1の専用ホッ 
トスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は2台とも論理ドライブ#1のホットスペア 
として機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 
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■論 S ブ^ブ 



#1 


#2 





ホツトスペア#1ホツトスペア#2 


専用ホットスペア#1と#2は、2台とも論理ド 
ライブ#1のホットスペアとして機能します。 


図13専用ホットスペア3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#1、#2の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。 
この場合、専用ホットスペア#1と#2は論理ドライブ#1と#2の両方のホットスペアとして機能します。 



共用ホットスペアの作成 

共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 

[操作]メ ニ ューの[共用ホット スペア 作成]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手11112 [操作]メニューで[ホットスペア]をポイント 
し、[共用ホットスペア作成]をクリックします。 


手順3 共用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[共用]となります。 


马ホットスペア⑻ ► 

共用ホットスペア作成⑹ 


強制オンライン⑽ 

強制オフライン(巳） 


専用ホットスペア作成⑼… 

ホットスペア解除值） 


1 容量 

67GB 

ス亍■■タス 

ホットスペア 

ホットスペア情報 

共用 

S.M.A.R.T. 

正常 


raidcmd 

"hotspare" コマンドを使用します 0 
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手順 1 以下のパラメータを指定して、 "hotspare" 

コマンドを実行します。 

-C :ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コン 
ト ローラの 番号 

-P :共用ホットスペアを作成する物理デバイスの番号 
-mr :共用ホットスペアを作成するには、 make を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して共用ホットスペアを 
作成する。 

raidcmd hotspare -c=l -p=6 -mr=make 

手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティが以下の値に変化します。 

[ Status ] : Hot Spare 
[Hot Spare Information ] : Global 

物理デバイスのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd _c=l -p=6 


専用ホットスペアの作成 


専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[専用ホットスペア作成]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手1晛2 [操作]メニューで[ホット スペア] をポイント 
し、[専用ホット スペア 作成]をクリックします。 


手順3 [専用ホットスペアの作成]ダイアロゲボックス 
を表示します。専用ホットスペアを作成するディスクア 
レイのチェックボックスをオンにします。複数のディスク 
アレイの専用ホットスペアとすることもできます。なお、 
[選択した物理デバイスの容量]よりも必要容量が 
大きいディスクアレイの専用ホットスペアにはできませ 
ん〇 

[〇 K ] をクリックすると、専用ホットスペアを作成しま 
す0 



ホットスペア ( H ) ► 


共用ホットスペア作成⑹ 


強耐ンライン⑽ 

強制オフライン(巳) 

専用ホットスペア作成 ( Q )... 


ホットスペア解除值） 


中::! 士ゴ+王伞二/二、.一^、ハ、 



7 raidcmd hotspare - c=i - p =6 - mr 二 make 
Make Global Hot Spare . 

Do you continue ? [ yes ( y ) or no ( n )] : 


> raidcmd property - tg 二 pd - c =1 - p =6 
RAID Controller #1 Physical Device #6 
ID : 5 

Enclosure : 1 

Slot : 6 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK 09 

Serial Number :1111 

.. 146GB 

Status : Hot Spari 

Hot Spare Information : Global 

R . l - ® BHHBBBBES0S ® T \ l 6 i 1 nSI B 


1 

6 

HDD 

SAS 

Seagate ST 1 2345678 
BK 09 
1111 

M 眺… 

Hot Spare 
Global 
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手順 4 専用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[専用(ディスクアレイ # X )] となり 
ます。 


容量 

67GB 

ス亍■■タス 

ホットスペア 

ホットスペア情報 

専用（ディスウアレイ# 1) 

S.M.A.R.T. 

正常 


raidcmd 

"hotspare" コマンドを使用します 0 


手順 1 以下のパラメータを指定して、" hotsparo” 
コマンドを実行します。 

-C :ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コン 
ト ローラの 番号 

-P :専用ホットスペアを作成する物理デバイスの番号(専用ホ 
ットスペアを作成する物理デバイスの容量は、対象となるディス 
クアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もしくは、それ以上で 
ある必要があります。） 

-mr :専用ホットスペアを作成するには、 make を指定 
-a: 専用ホットスペアの対象となるディスクアレイの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して、ディスクアレイ 
( ディスクアレイ番号 2) の専用ホットスペアを作成 
する。 


raidcmd hotspare -c=l -p=b -mr=make -a=2 


> raidcmd hotspare - c =1 - p=b - mr 二 make - a =2 

Make Dedicated Hot Spare . 


Do you continue ? [ yes ( y ) or no ( n )] : yes 

) 擊 ■ ■ ■■フ 

> raidcmd property - tg=pd - c=l - p =6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST 1 2345678 

Firmware Version 

BK 09 

Serial Number 

1111 

Lf^ ........ 

14^GB 

■Status 

Hot Spare 

Hot Spare Information 

Dedicated (Disk Array #2) 

S.W Rr \. 

> 

.mmr .. 


手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが以下の値に変化します。 
[ Status ] : Hot Spare 

[Hot Spare Information ] : Dedicated (Disk Array # X ) 

物理デバイスのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス （RAID コン ト ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd _c=l -p=6 


ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 

RAID ビューア 

[操作]メニューの [ホットスペア 解除]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューでステータスが「ホットスペア」の物理デバイスをクリックします。 

手順 2 [操作]メニューで [ホッ トスペア]をポイント 
し、 [ホット スペア解除]をクリックします。 


手順 3 ホットスペアを解除後、物理デバイスのプロパ 
テイを參照すると、[ステータス]の値が[レデイ]にな 
り、[ホットスペア情報]という項目は表示しません。 





ホットスペア ( Id ) 


共用ホットスペア作成⑹ 


強制オンライン⑽ 


専用ホットスペア作成 ( Q )... 


強制オフライン(巳) 

^^]十：」ーロ?=| 士 — -0 

\/i \ . 

ホットスペア解除迟) 


容星 

67GB 

ス亍■■タス 

レディ 

S.M.A.R.T. 

正常 
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raidcmd 


"hotspare" コマンドを使用します 0 


手順 1 以下のパラメータを指定して、" hotspare" 
コマンドを実行します。 

-C :ホットスペアを解除する物理デバイスが存在する RAID コ 
ント ローラの 番号 

- P :ホットスペアを解除する物理デバイスの番号 
-mr :ホットスペアを解除するには、 remove を指定 


(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) のホットスペアを解除する。 

raidcmd hotspare - c=l - p =6 - mr=remove 

手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティが以下の値に変化します。 

[ Status ] : Ready 

[Hot Spare Information ] :項目を表示しない 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr 二 remove 

Remove Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

> 

> raidcmd property -tg 二 pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Odpaoity 

14bG3 _• 

■ Status 

M ^ ■■■■■■■■■■■国 

Ready 

> 



物理デバイスのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デパイスの番号 


(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -ta=pd -c=l -p=6 
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RAID システムを簡単に構築する 

Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホットスペア 
の設定といったコンフィグレーションを簡単に行える「イージーコンフィグレーション」機能をサポートしています。 

「イージーコンフィゲレーション」は 、 RAID コントローラに接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用する台数 
(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID Utility が自動的に 
RAID システムを構築する機能です。 

「イージーコンフィゲレーション」により RAID システムを構築する刈ットは以下のとお0です。 RAID システムを構築する際に検討、 
操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

■ 3つの項目 （ RAID コントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を指定するだ 

けで RAID システムを構築できます。 

■ 論理ドライブの選択項目 （ RAID レベル、容量、ストライプサイズ..… etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自動的に設定 
します。 

■ 複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

■ ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホットスペアを作 
成します。 


イージーコンフイク"レーシヨンの操作手順 


イージーコンフイゲレーシヨンを使用する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[ツー ル]メニューの [イー ジーコンフィゲレーション]を使用します。 

手順1イージーコンフィグレーションで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンゲで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2 [ツール]メニューで[イージーコンフイグレーシヨン]をクリックします。ッ-ル ( I ) ヘルプ ( d ) 


手順3 [イージーコンフイグレーシヨン]ウイザードが起 
動します。 

ステップ1/3では、コンフイグを行う RAID コントローラ 
を選択します。コンフイヴを行う RAID コントローラをク 
リックし、[次へ]をクリックします。 

[RAID コントローラ]には、イージーコンフイゲレーシヨ 
ンを行う条件を満たしていない RAID コントローラは 
表示しません。 


イ—シ—コンフイ5レーシヨン E ). ■ ■ 

— 1 ?{\ \ 「卜 I 丄 I 
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手順 4 ステップ2/3では、論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数(データ格納に使用する物理デ 
バイスの台数)、 RAID コントローラに作成する論理ド 
ライブの個数を指定します。インタフエースタイプやデ 
パイスタイプの異なる物理デバイスが存在するときは、 
それぞれのタイプごとに指定します。指定したら[次 
へ]をクリックします。 



ステ9ブ 2 / 3 :コンフィグレーション内容の指定 

物理デノ S イスの用途や作成する論理ドライブの個数などコンフイヴレ〜ンヨンの内容を指定します。 


タイブ( I ): 

物理デパイスの指定 

未使用物理デパイスの台数： r 4 

論理ドラィブで.使用抑物理デパィスの台数(已)： 「 3 -rj 

ホットスペア©台数： 

論理ドライブの指定 

作成で.きる論理ドライブの腿： 

作成抑論理ドライブの腿 ( L ): |~ 


<戻る但）」次へ ( bl )>」 M キゃンセル il 


手順 5 ステップ3/3では、イ ージー コン フイ ゲレーシヨ 
ンで構築する RAID システムのコン フイ グレーシ ヨンを 
表示します。表示する内容でコン フイ ゲするときは、 
[0 K ] をクリックします。コン フイ ゲ内容を変更したいと 
きは、[戻る]をクリックします。 



手順6ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると 、 RAID 
システムの構築を実行します。論理ドライブの作成、 
ホットスペアの設定が完了したら、[イージーコンフィグ 
レーシヨ ンウィザードの完了]を表示します。この時 
点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作成は完 
了しています。ウィザードを閉じたらツリービューなどで 
コンフィグレー シ ヨンを確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ 'ノビ ューで 確認します。 



raidcmd 

"econfig" コマンドを使用します。 

手順1イージーコンフィゲレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミングで接続します。 

手順 2 "econfig" コマンドを実行します。 

(例）イ_ジ_コンフィゲレーシヨンを実行する。 
raidcmd econfig 

手順 3 イージーコンフィゲレーシヨンの条件を指定します。 

Stepl /3 では、コンフイヴを行う RAID コントローラを選択します。コンフイグを行う RAID コントローラの番号を入力します。 
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手順 4 Step 2/3では、論理ドライブで使用する物 
理デバイスの台数 （ Physical Device count using 
Logical Drive ⑸）、 RAID コントローラに作成する論 
理ドライブの個数 (Creating Logical Drive count ) 
を指定します。インタフェースタイプやデバイスタイプの 
異なる物理デバイスが存在するときは、それぞれの夕 
イプごとに指定します(右の例では、 SAS インタフェー 
スの物理デバイスについて設定しています。 異なる夕 
イプの物理デバイスが他にも存在する場合は、この 
操作をタイプごとに行います)。 

手順5 Step 3/3では、イージーコンフィゲレーシヨンで 
構築する RAID システムのコンフィグレーシヨンを表示 
します。表示する内容でコンフィゲするときは、 yes を 
入力します。コンフィヴ内容を変更したいときは、 no 
を入力します。 

yes を入力すると、 raidcmd は RAID システムのコン 
フィグレーシヨンを実行し、 raidcmd が正常終了しま 
す。この時点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの 
作成は完了しています。各コンポーネントのプロパティ 
などでコンフィゲレーシヨンを確認します。ただし、作成 
した論理ドライブの初期化は完了していない可能性 
があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" oplist " コマンドで確認します。 


> raidcmd econfig 
Step 1/3 : Select RAID Controller 


olle 


RAID Controller #1 MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 
RAID Controller #2 LSI Corporation MegaRAID SAS 8408E 

RAID Control ler [1-2] : 1 •■■■■3 

Step 2/3 : Set the contents of configuration 

く Physical Device (Type : SAS)> 

Unused Physical Device count 

Physical Device count using l_ogical Drive(s) [ 2 - 7] 
Hot Spare count 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Maximum Logical Drive count 
Creating Logical Drive count [1-2] 

■ ■ ■ ■ 4 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Step 3/3 : Confirm the contents of configuration 

RAID Controller #1(0) LSI MegaRAID SAS 8202E 
Disk Array #1 
LD #1[OnIine] RAID 5 
PD #1(0) [OnIine] SAS-HDD 
PD #2(1) [OnIine] SAS-HDD 
PD #3(2) [OnIine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #2 
LD #2 [OnIine] RAID 5 
PD #4(3) [OnIine] SAS-HDD 
PD #5(4) [OnIine] SAS-HDD 
PD #6(5) [OnIine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #3 
LD #3 [OnIine] RAID 1 
PD #8(7) [OnIine] SATA-HDD 
PD #9(8) [OnIine] SATA-HDD 
PD #10(9) [Dedicated Hot Spare] SATA-HDD 

<Caution> 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of 
a capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by 
the smallest Physical Device of capacity. 

Run the above configuration. 

Initial ize alI of LogicaI Drive after creating them. You can 
see the progress and the resu It of initial i zat ion by op I i st” 
and ’’property” commands. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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Step 3/3 で RAID コントローラと物理デバイス ( PD ) には 2 つの番号を表示します。 


RAID Controller #A ( B ) 

PD #C ( D ) 

A : RAID コントローラの番号、 B : RAID コントローラの ID 
C :物理デバイスの番号、 D :物理デバイスの ID 


イージー コンフィ グレーシ ョンを実行できる RAID コント ローラ 

イージーコンフィゲレーションを実行できる RAID コントローラは、以下の条件を満たしている必要があります。 

• 専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 
• RAID コントローラに、未使用の物理デバイスを2台以上接続していること 

イージーコンフィグレーションで使用できる物理デパイス 

イージーコンフィゲレーションで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイス」とは、 
[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 
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イージーコンフイク"レーシヨンによる論理ドライブの作成 


イージーコンフイゲレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペルと作成できる論理ドライブの個数 


イージーコンフイゲレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5となります。どちらを 
使用するかは、 RAID コントローラがサボートする RAID レベルの種類、および、論理ドライブで使用する物理デバイスの台 
数により決まります。 

また、作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 

RAID 1と RAID 5の RAID レペルをサボートする RAID コン!:ローラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レベル 


2台 RAID 1 1 

3〜5台 RAID 5 1 

6台以上 RAID 5 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 3 

RAID 1の RAID レベルのみ サボートす _る RAID コン トローラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レベル 


2台以上 RAID 1 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 2 


wrO イージーコンフィグレーションでは、 RAID レベルが RAID 1 もしくは RAID 5以外の論理ドライブは 
^ 作成できません0 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デバイスを除き、物理デバイス番号の 
小さい方から順に使用します。 


(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、#3をホットスペアに使用するようなケースで 
は、物理デバイス番号の小さい方から#1と#2と#4で論理ドライブ#1を、#5と#6と#7で論理ドライブ#2を作成し 
ます。 


ど - ご - ど -、 -^ --- 

h - - 、 - 一 -- -- - - - - - 、 - メ 

物理デバイス物理デバイス物理デパイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 


#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

L 

J 

ホットスペア 

I 

I 

1 

1 


論理ドライブ 論理ドライブ 


#i 


#2 


図15 [イージーコンフィグレーション]物理デパイスの割り当て1 

論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デパイスの台数が均等にならないときは、 
論理ドライブ番号の小さい論理ドライブに多く割り当てます。 
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(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するようなケースで 
は、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成します。 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 



論理ドライブ 
#1 


Q 

論理ドライブ 
#2 

図16 [イージーコンフィグレーション]物理デバイスの割り当て2 


〆 S . MAR . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レベルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

イージーコンフィゲレーシヨンは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量の小さい物理デバイスに合わせた容量 
で論理ドライブを作成します。 

(例）イージーコンフィグレーシヨンで容量の異なる物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成する 
ようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成しま 
す。このとき、論理ドライブの容量は最も小さい容量の物理デパイスにより決まります。 



論理ドライブの選択項目 

作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

キャッシュモード RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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イージーコンフイクレーシヨンによるホットスペアの作成 


イ ージーコンフイゲレーシヨンで 作成す るホットスペアの 内容に ついて 説明します。 

ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID コントローラに接続している未使用物理デバイスの台数と、論理ドライブで使用する物理 
デバイスの台数により決まります。[イージーコンフィゲレーシヨン]ウィザード/ econfig コマンドのステップ2/3で、[未使用物 
理デバイスの台数]/ [Unused Physical Device count ] から、[論理ドライブで指定する物理デバイスの台数]/ 

Physical Device count using Logical Drive ⑸を引いた値がホットスペアの台数となります。 

ホットスペアに使用する物理デバイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。同一 
容量の物理デバイスが複数存在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用します。 

(例）イージーコンフイゲレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、ホットスペアを2台作成するケースでは、容 
量の最も大きい物理デバイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デバイス番号の大きい#5と#6を使用しま 
す0 


物理デバイス 
#1 

100 GB 



物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デパイス 

物理デバイス 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

100 GB 

150 GB 

100 GB 

150 GB 

150 GB 

100 GB 



ホツトスペア ホットスペア 


図18 [イージー コンフィグレーション] ホットスペアの割り当て 


✓ S . M . A . R.T ■エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアに使用できません。 

fli^l 


ホツトスペアのモード 


イージーコンフイゲレーシヨンは、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライブの専用ホットスペアになります。 

✓ イージーコンフイゲレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの専用ホッ 
\^m トスペア」になります。イージーコンフイゲレーシヨンを実行するとき同一 RAID コントローラに他の論理ド 
ライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりません。 
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(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台作成すると 
きは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 


物理デパイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

#1 #2 #3 

#4 #5 #6 

#7 




J - \ 

1 




H ; 

r — 1 

L _ J 

論理ドライブ 

論理ドライブ 

専用 


#1 


#2 1 

ホットスペア 


_ 物理デバイス #7 は、イージーコンフィグレーションにより同時に作成する、 
論理ドライブ #1 と論理ドライブ #2 の両方の専用ホットスペアとなります。 


図 19 [イージーコンフィグレーション] 専用ホットスペアの作成 1 

(例）イージーコンフィグレーションで物理デバイス#1〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成するときは、物 
理デバイス#7と#8は論理ドライブ#1と#2の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに対してもホットスペアとし 
て機能します)となります。 


物理デバイス 
#1 #2 #3 




物理デバイス 
#4 #5 #6 

■土 - 


I 論理ドライブ 
■ #1 


論理ドライブ 
#2 


物理デバイス 物理デバイス 
#7 #8 


- 4 - 


土 


専用ホツトスペア専用ホツトスペア 


物理デバイス #7 と #8 は、論理ドライブ #1 と論理ドライブ #2 の 
両方の専用ホットスペアとなります。 


図 20 [イージーコンフィグレーション] 専用ホットスペアの作成 2 
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論理ドライブを簡単に作成する 


Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作成シン 
プルモード」をサボートしています。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レベルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項目を指定 
するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成する刈ットは以下のとおりです。論理ドライブを作成する際に検 
討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

■ 2つの選択項目 （ RAID レベル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

■ RAID レベル、使用する物理デバイス以外の選択項目（容量、ストライプサイズ■■… etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて 
自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 

論理ドライブの作成シンプルモードを使用する手順を説明します。 

RAID ビュー ァ 

[操作]メニューの[論理ドライブの作成(シンプル)]を使用します。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手 II 匿2ツリービューで RAID コントローラをクリックし、 
[操作]メニューで[論理ドライブの作成]をポイント 
し、[シンプル]をクリックします。 


棵作 (£) ツ-ル( I )ヘルプ ( d ) 

e 論理ドライ:^)作成追） ► 

シンカレ⑸… 

ブザ ー f 亭止 2) 


カス5ム(〇… 




台しか存在しなし、場合、論理ドライブの作成シンプ 


手順3 [論理ドライブの作成(シンプル)]ウィザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、作成する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す0 
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手順 4 ステップ2/3では、作成する論理ドライブに 
使用する物理デバイスを選択します。 RAID コントロ 
—ラに異なるインタ フェー スタイプ、デバイスタイプの物 
理デバイスが存在するときは、[タイプ]で使用する夕 
イプをクリックします。次に[物理デバイス]で使用す 
る物理デバイスのチェックボックスをオンにします。使 
用する物理デバイスは、ステップ1/3で選択した 
RAID レベルを作成できる台数分選択しなければな 
りません。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 



手順5ステップ3/3では、作成する論理ドライブの 
内容を表示します。表示する内容で論理ドライブを 
作成するときは [0 K ] をクリックします。内容を変更し 
たいときは、[戻る]をクリックします。 


盏理ドライブ®作成 


ステッブ 3/3 :内容の確認 

[0 K ] をクリックすると、以下の内容で論理ドライブを作成し、初期化を間始します。 


xj 


番号 」 RAID レベル 容量 

ストライブサイズ 

キヤウシュモード 

初期化モ-ド 

0 LD #2 RAID 5 66 GB 

64 KB 

自動)切替 

完全 


<戻る ®) 0K 1 _キャンセル_ | 


手順6ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると、論理 
ドライブの作成を実行します。論理ドライブの作成が 
完了したら、[論理ドライブの作成(シンプル）ウィザ 
-ドの完了]を表示します。この時点で、論理ドライ 
ブの作成は完了しています。ウィザ-ドを閉じたらツリ 
-ビュー などで内容を確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ ンビ ューで 確認します。 



raidcmd 

"mklds" コマンドを使用します。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 


手順 2 以下のパラメータを指定して、'' mklds" コマ 
ンドを実行します。 

-C : 論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
-P : 論理ドライブの作成に使用する物理デバイスの番号(作 
成する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デバイスの 
台数が異なります） 

-rl : 作成する論理ドライブの RAID レベル（「論理ドライブの 
作成シンプルモード」は、 RAID レベルが RAID 1 と RAID 5 の 
論理ドライブを作成できます。） 


> raidcmd mklds -c=1 -p=3,4,5 -r1=5 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y :: 

raidcmd created し ogical Drive #2, and started to initialize 
it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
”oplist” and property commands. 
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(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3,4,5) を使用して、 RAID レベル5の論理ド 
ライブをシンプル モー ドで作成する。 

raidcmd mklds -c=l -p=3,4,5 -rl=5 

手順 3 確認メッセージに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順4論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" oplist" コマンドで確認します。 


論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デパイス 


論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デパイ 
ス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 

S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

1^1 


論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5です。 

論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レベルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

キャッシュモード RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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論理ドライブを自由に作成する 


Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細かく指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作 
成カスタムモ _ ド」をサポ _ 卜しています。 


「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細かく指定して論理ドライブを作成する機能です。様々な 
RAID レベルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライブを作成したりもできます。 

また、 RAID ビューアの「論理ドライブの作成カスタムモード」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます （raidcmd 
では、複数の論理ドライブを同時に作成することはできません)。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライブを作成するメリットは以下のとおりです。 

■ いろいろな RAID レベル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成できます。 

■ 選択項目（容量、ストライプサイズ、キャッシュモード、初期化モード)を細かく指定できます。 

■ RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レベルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デバイス」だけでなく、 
空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

■ 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます （ RAID ビューアのみ)。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 


論理ドライブの作成カスタムモードを使用する手順を説明します。 

I irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
m アドバンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

[操作]メニューの[論理ドライブの作成(カスタム)]を使用します。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ピューアを起動します。 


手順2動作モードがスタンダードモードの場合は、ア 
ドバンストモードに変更します。[ツール]メニューで 
[アドバンストモード]をクリックします。 

ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[操作] 

メニューで[論理ドライブの作成]をポイントし、[カスタム]をクリックします。 


棵作 (£) ツ-ル( I )ヘルプ ( d ) 

0 

論理ドライプ®作成追） ► 


シンカレ⑸… 


ブザ ー f 亭止 2) 

カス5ム ( G … 


手順3 [論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスが起動します。 

論理ドライブの作成カスタムモードは、[論理ドライ 
ブの作成(カスタム)]ダイアロゲボックスのリストに作 
成する論理ドライブを登録します。論理ドライブを登 
録するには、[新規作成]をクリックします。登録した 
論理ドライブを削除するには、削除する論理ドライブ 
をクリックし、[削除]をクリックします。 
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PD #4(3) 
PD #5(4) 
PD #6(5) 
PD #7(6) 


物理デパイス ( E ): 


追加するディスクアレイ[こ使用する物理デパイスを逞択します。 


手順4 [論理ドライフの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスで[新規作成]をクリックすると、[論理ドライ 
ブの登録]ウィザ-ドが起動します。 

ステップ1/3では、登録する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す0 


STEP 1 / 3 : RAID レベルの遘択 

論理ドライブの RAID レベルを逞択します。 


RAID レベル (E) 


d 


RAID 0 
RAID 1 

RAID 6 
RAID 10 
RAID 50 


c 戻る ㈤ 


手順 5 ステップ 2/3 は、ステップ1/3で選択した RAID レベルにより操作が異なります。 

(1 )RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レ 
ベルを選択した場合、論理ドライブで使用するディス 
クアレイを選択します。 

RAID コントローラに異なるタイプの物理デバイスが存 
在するときは、[タイプ]で使用するタイプをクリックし 
ます。次に[ディスクアレイ]で使用するディスクアレイ 
のノードをクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次へ]をクリックします。 


使用するディスクアレイを新たに作成する場合は、 
[ディスクアレイの追加]をクリックします。[ディスクアレ 
イの追加]をクリックすると、[ディスクアレイの追加] 
ダイアロゲボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用する物理デバイスのチ 
エックボックスを作成する RAID レベルに必要な台数 
分オンにします。オンにしたら [ OK ] をクリックします。 
[ OK ] をクリックすると、新たに作成するディスクアレイ 
が、[論理ドライブの登録]ウィザードステップ2/3の 
[ディスクアレイ]に追加されます。 


(2) RAID 10, RAID 50の RAID レベルを選択した 
場合、論理ドライブで使用する物理デパイスを選択 
します。 

RAID 10の場合は4台の物理デバイスのチェックボッ 
クスをオンにします 。 RAID 50の場合は6台以上で 
かつ偶数台のチェックボックスをオンにします。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 


2<J 


J [ 次へ ( M )> 


キャンセル 


丁容量 


67 GB 

33 GB 

278 GB 

278 GB 


キャンセル 


■ 




STEP 2/3 : 物理デバイスの選択 

論理ドライブの作成に使用する物理デ y 彳ィス$逞択します。 


タイプ( I ): 

物理デバイス汜）： 


| SAS-HDD 




番号 

容量 

0 Q PD #4(3) 

67 GB 

0 PD #5(4) 

33 GB 

0 3 PD #6(5) 

278 GB 

0^ PD #7⑹ 

278 GB 


:戻る ( g ) Jl 次へ的)5 


キャンセル J 


OK 




xJ 


STEP 2/3 : ディスクアレイの選択 

論理ドライブの作成に使用するディスクアレイを逞択します。 


タイプ( I ): 

ディスクアレイ ( Q ) : 


jSAS-HDD 


zi 


日 ■ ディスクァレィ#1 

@ PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 
；@ PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 
S PD #3(2) [オンライン] SAS-HDD 


ディスクアレイの追加⑷」 


:戻る但）」 H 次へ.(姐5 


キャンセル J 


盖理ドライブの登録 


イスりアレイ®追加 


或理ドライブの登録 


妾理ドライブ①登録 


番 ElElEln 
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手順 6 ステップ3/3では、登録する論理ドライブの 
選択項目を選択します。 

[容量]には、作成する論理ドライブの容量を範囲 
内の値で入力します。作成する論理ドライブの 
RAID レベルが RAID 10、もしくは RAID 50の場合、 
容量は入力する必要はありません。[ストライプサイ 
ズ]、 [キャッシュモー ド]、[初期化 モー ド]を選択しま 
す。 

すべての選択項目を選択したら、[次へ]をクリックし 
ます。 



手順 7 ステップ3/3で■[次へ]をクリックすると、[論 
理ドライブの登録ウイザードの完了]を表示します。 
ウイザードで選択した内容で論理ドライブを登録する 
ときは[完了]をクリックします。内容を変更したいと 
きは、[戻る]をクリックします。 



手順8 [論理ドライブの登録]ウィザードを完了する 
と、[論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアロゲボック 
スのリストに論理ドライブを登録します。 



手順9 複数の論理ドライブを同時に作成する場合、 
[新規作成]をクリックし、作成する個数分、手順4 
〜8を繰り返します。 

作成する論理ドライブをすべて登録したら、 [ OK ] を 
クリックします。 [ OK ] をクリックするとダイアロゲボックス 
を閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成 
した論理ドライブの内容は、ツリービューやプロパティ 
で確認します。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了して 
いない可能性があります。論理ドライブの初期化の 
実行状況や結果は、オペレーシヨンビューで確認しま 
す0 
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raidcmd 


"mkldc" コマンドを使用します。 raidcmd では、同時に作成できる論理ドライブは1個です。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 

手順 2 以下のパラメータを 指定して、'' mlddc" コマ 
ンドを実行します。 

-C : 論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
-P : 論理ドライブの作成に物理デパイスを使用する場合、使 
用する物理デバイスの番号 ( 作成する論理ドライブの RAID レべ 
ルにより必要な物理デバイスの台数が異なります） 

-a : 論理ドライブの作成にディスクアレイを使用する場合、使 
用するディスクアレイの番号 

-rl : 作成する論理ドライブの RAID レベル（「論理ドライブの 
作成カスタムモード」は、 RAID レベルが RAID 0 、 RAID 1 、 

RAID 5、 RAID 6 、 RAID 10、 RAID 50 の論理ドライブを作成できます） 

-cp : 作成する論理ドライブの容量（未使用の物理デパイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容量指定を省略できます） 

-ss : 作成する論理ドライブのストライプサイズ （ RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略できます） 

-cm : 作成する論理ドライブのキャッシュモード (RAID コントローラの既定値を使用する場合は、キャッシュモードの指定を省略できます） 

-im : 論理ドライブの作成後に実行する初期化の動作モード （ [Full] ( 完全 ) モードを推奨します。 [Full] ( 完全 ) モードの場合、初期化モードの 
指定を省略できます） 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3,4,5) を使用して、 RAID レベル5、容量 
100 GB 、ストライプサイズ 64 KB 、 キャッシュモード自動切替、初期化モード完全の論理ドライブをカスタムモードで 
作成する。 

raidcmd mkldc -c=l -p=3,4,5 -rl=5 -cp=100 -ss=64 -cm=auto -im=full 
手順 3 確認メッセージに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順4論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" oplist" コマンドで確認します。 

論理ドライブの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デバイ 
ス 


/> raidcmd mkldc -c=1 -p=3, 4, 5 -r 1=5 -cp=100 -ss=64 -cm 二 auto 
-im 二 full 籲 **• ， 

raidcmd creates Logical Drive #2 

***•3 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

raidcmd created Logical Drive #2, and started to initialize 

it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"op list” and property commands. 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レベルにより、ディスクアレイ、もしくは、未使用の 
物理デバイスを使用できます。 

✓ • S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

_ • 論理ドライブが存在しないディスクアレイは、論理ドライブの作成に使用できません。 


RAID レベルが RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の論理ドライブ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もしくは、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、作成 
する論理ドライブの RAID レベルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID レベルと同じで 
なければなりません。 

未使用の物理デパイスを使用する場合、ディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに論理ドライブを作成します。「未 
使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

RAID レベルが RAID 10, RAID 50の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] 
の物理デバイスを指します。 
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論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レベルは 、 RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6、 
RAID 10 、 RAID 50 です。 

RAID レベルは、 RAID コント ローラ ごとにサボートする内容が異なります。サボートしない RAID レベル 
は選択できません。 



論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 0、 
RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6の場合は、 1 つのディスクアレイに複数の論理ドライブを作成することもできます(同ーディスク 
アレイ内の論理ドライブは、同じ RAID レベルのみ指定できます)。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 10、も 
しくは RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 


論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 

値 

ストライプサイズ 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB から選択でき 
ます。 

キャッシュモード 

以下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write Through を切り替え 
るモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

初期化モード 

以下の2つから選択できます。 

完全/ Full :論理ドライブ中の管理領域とデータ領域を初期化します。 

クイック/ Quick :論理ドライブ中の管理情報のみ初期化します。 



奸 ^ 溫 i 織 II は'_コントロ⑽ 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを肖 ij 除できます。 

I 'irO 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモー 
^ ドに変更してから操作してください。 




•讓 I 鼢驪?11譜ィ羿您錯装為濃 して〈ださい。 


以下の条件を満たす論理ドライブは削除できません。 

• パーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。ただし、[状態]/ [ Status ] が[オフライ 
ン] /[ Offline ] の論理ドライブは削除できます（ただし、 VMwareESX 4# 使用している場合を除 
きます 。 VMware ESX 4では、論理ドライブの削除にパーティシヨンの有無は影響を与えません)。 

• オペレーティンゲシステムが Windows の場合、ダイナミックディスクとして使用論理ドライブ(ディスク) 
を削除するには、論理ドライブをべーシックディスクに変換します。 

• オペレーティンゲシステムが Linux の場合、論理ドライブで LVM の LVM パーティシヨンが存在する。 
削除するには、 LVM パーティシヨンを削除します。 

參ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライブの削除 

論理ドライブを削除する手順を説明します。 


RAID ビューァ 

[操作]メニューの[論理ドライブの削除]を使用します。 


手順1 RAID ビユーアを起動します。 

手順 2 ツリ ー ビュ ー で削除する論理ドライブをクリックし、[操作]メニューで[論 棵作 (Q ッ-ル (T) ヘルプ (d) 


理ドライブの削除]をクリックします。 


© 

論理ドライプ®作成(巳） 

プザ ー1 ■亭止 £) 

> 


整合性チ I クウ (G 

初期化⑴ 

> 

論理ドライブ 00 則除 ( S ) 


raidcmd 


" delld " コマンドを使用します。 

手順1以下の パラメータを 指定して、" delld ” コマン 
ドを実行します。 

-C : 削除する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番 
-I :削除する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) を削除する。 
raidcmd delld -c=l -1=2 


> raidcmd delld -c=1 -1=2 籲 ■■■■ ゴ 
Delete Logical Drive #2 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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RAID システムのメンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 

物理デバイスにパトロールリードを実行する 


「パトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに対して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラーが発生し 
ないかをバックグラウンドで定期的に確認する機能です。パトロールリードは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見 
するために有効な機能です。パトロールリードをサボートする RAID コントロ ー ラの場合、必ず実行するようにしてください。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードの実行有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。パ 
トロールリードの実行有無は、 RAID コントローラごとに設定します。 


パトロールリ—ド実行有無の設定 


パトロールリードの実行有無を設定する手順を説明します。 

I irO パトロールリード実行有無の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをア 
1=13 ドパンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 。 

手順2 [RAID コン ト ローラのプロパティ] で、[オプシ 
ョン] タブをクリックします。 [パ ト ロー ルリード]の値を 
[有効]もしくは、[無効]に変更します。 [ OK ] もし 
くは[適用]をクリックします。 

響： RAID コントローラの種類によってはパトロールリード機肯巨をサボートしていないことがあります。パトロ ー 

ルリード機能をサボートしていない場合、[オプション]タブの[パトロールリード1、[パトロールリード優 
先度]の項目を表示しません0 


raidcmd 


堅チ1ック硯无度 干 ZI 


パトロ，-ド 

1有幼 二 J 

パト□-ルリ-ド優先度 


ブザー設定 

1無劝 I 

故; T 


" optctrl " コマンドを使用します。 


手順1以下のパラメータを指定して、 n optctrl n コマ 
ンドを実行します。 

-C : パトロールリードの実行有無を設定する RAID コントローラ 
の番号 

-pr : パトロールリードを有効にする場合は enable 、 無効にす 
る場合は disable を指定 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 
のパトロールリードを有効にする。 

raidcmd optctrl - c=l - pr=enable 


> raidcmd optctrl -c=1 -pr 二 enable • 1 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 ■■■ 2 

RAID Controller #1 

ID : 0 

Vendor : LSI Corporation 

Model : MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 

Firmware Version : 1.12.02-0342 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Normal 

Rebuild Priority : High 

Chech _ _Lj©w ■ ■ ■ ■ _ 

Patrol Read : Enable 

PatrbF … 

Buzzer Setting : Enable 
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手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティが以下の値に変化します。 
[Patrol Read ] :実行有の場合 Enable 、 実行無の場合 Disable 
RAID コントローラのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパティを參照する。 
raidcmd property - tg=rc - c=l 

パト ロー ルリ—ドの実行結果の確認 


パトロ-ルリ-ドの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


パト ロー ルリード優先度の設定 


パトロールリードをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設定する 
手順を説明します。 

I 'wrO パトロールリード優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
133 ンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 。 

手順 2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[パトロールリード優先度] 

の値を[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 

[0 K ] もしくは[適用]をクリックします。 

raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1以下のパラメータを指定して、'' optctr 「コマ 
ンドを実行します。 

-C :パトロールリードの優先度を設定する RAID コントローラの 
番号 

-prp :パトロールリード優先度の変更後の値を指定 ( high , 
middle , low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 
のパトロールリード優先度を High に設定する。 

raidcmd optctrl - c=l - prp=high 


手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティが以下の値に変化します。 
[Patrol Read Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 


/> raidcmd optctrl -c=1 -prp=high 
7 raidcmd property -tg 二 rc -c=1 着 
RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : LSI C 

Model : MegaR 

ROMB 

Firmware Version : 1.12. 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Norma 

Rebuild Priority : High 

Consistency Check Priority : Low 

Pat«r@| H Reac! . . uBsiaW 

Patrol Read Priority : High 

3BSCr" iTif ■ : ■SiitFl 


l_Sl Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) 

1.12. 02-0342 

128MB 

Normal 

High 

Low 

iEiiaiN rnmmm 

High 

BfiaWi ■ ■ 
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-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 


(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパテイを參照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 
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論理ドライブの整合性を t ンク1[る 

「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です。 Universal RAID Utility は、 
整合性チェックの開始、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な機能です。 

パトロールリードをサボートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにしてください。 Universal RAID 
Utility をインストールすると、パトロールリードをサボートしない RAID コントローラには、定期的に整合性チェックを実行するよう設定し 
ます。 

整合性チェックは、論理ドライブご_とに実行します。 

wO 整合性チェックの開始、停止は、スタンダードモード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 

1=0 整合性チェックを実行する優先度の変更は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 
ードをアドパンストモードに変更してから操作してください。 


整合性チェックの手動実行 


整合性チェックを開始する手順を説明します。 


_ L 整合性チェックは、[ステータス]/ [Status] が[オンライン]/[〇 nline] 以外の論理ドライブへ実行できま 

ic»l せん。 

整合性チェックは、 RAID レベルが RAID 0 の論理ドライブへ実行できません。 


RAID ビューァ 

[操作]メニューの[整合性チェック]を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで論理ドライブをクリックし、[操 
作]メニューで[整合性チェック]をクリックします。 


m 

e 

■乍 (G ツ-ル ( i ) ヘルプ ( a ) 

論理ドライブ00作成 (£) ► 

ブザ ー1 ■亭止 G ) 

堃合性チ1ック(0 


in 甘 H ル m 


手順 2整合性チェックを開始すると、[オペレーシヨン 
ビュ ー] に整合性チェックの実行状況を表示します。 
整合性チェックが完了すると、オペレーシヨンビューの 
[状態]が[完了]となります。 


© f 亭止⑼ 

X # 憑懸 


II オペレ-ショレ 

対象 

状態 

|堅合性チ I ック 


RAID コント [ 

トラ# 1 LD #3 

実行中 ( 0 %) 1 


リビルド RAID コントローラ#1 PD #7 完了 

初期化 RAID コントローラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 


"cc n コマンドを使用します。 


手 1 唄 1以下のパラメータを指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 


/> raidcmd cc -c=1 -1=2 -op 二 start 


-c :整合性チェックを開始する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 （ all を指定すると、すべての RAID コントロ 
ーラのすべての論理ドライブが対象） 

-I :整合性チェックを開始する論理ドライブの番号 （ all を指 
定すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべての論理ドライブが対象) 
-op :整合性チェックを開始する場合 start を指定 


> raidcmd oplist 

RAID Controller #1 

LD #2 : Consistency Check (30%) 
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(例）論理ドライブ （RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番号 2) の整合性チェックを開始する。 
raidcmd cc -c=l -1=2 -op=start 


手順2 整合性チェックを開始したら、 raidcmd は正常終了します。整合性チェックの実行状況は、 " oplist " コマンドで 
確認します。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 

スケジュール実行の手段 


raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクや Linux、VMware ESX の cron などのジョブ管理アプリケーショ 
ンを使用します。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードをサボートしない RAID コントローラでメディアエラーなどの障害を早期に発見 
できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 

Universal RAID Utility の提供するタスク (Windows) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 Windows のタスクに以下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの肖 ij 除は、 Windows のタスケ C 行います。タスクの使い方については、 Windows の 
ヘルプなどを參照してください。 


項目 

説明 

タスク名 

整合性チェック 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

(Universal RAID Utility インストールフオルダ) ¥cli¥raidcmd.exe ccs 

実 t 〒アカウント 

NT AUTHORITYYSYSTEM 


irO オペレーティングシステムが Windows Server 2003 、 Windows XP 以外の場合、このタスクの 
m 設定を変更するときは、以下に注意してください。 

■ schtasks コマンドの/ Create オプションで上書きするときは、必ず「/ VI オプション」を指定して 
ください 

■ タスクの[構成]を変更しないでください 

「/ VI オプション」を指定しなかったり、タスクの[構成]を変更すると 、 Universal RAID Utility を 
アンインストールするとタスクを削除されずに残ります 。 Universal RAID Utility をアンインストール 
した後にこのタスクが削除されずに残っているときは、削除してください。 


Universal RAID Utility の提供するタスク （ Linux、VMware ESX) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 cron に以下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で行います。 cron の使い方については、 man コマンドで 
cron (8)、 crontab ( l )、 crontab (5) を參照してください。 

雞 項目 

説明 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

/opt/nec/raidcmd/raidcmd ccs 

実 t 〒アカウント 

root 
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パトロールリードをサボートしない RAID コントローラのすべての論理ドライブへの整合性チェックの実行 

パトロールリードをサボートしない RAID コントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには 、 raidcmd 
の" ccs n コマンドを使用します。 


整合性チェックの停止 


実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明します。 


RAID ビューア 


オペ レーシヨ ンビ ューの [ 停止 ] を使用します。 

手順1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨ'ノビュ 

手順2 整合性チェックを停止したい[整合性チェッ 
0 ] のオペ レーシヨ ンをクリックします。オペ レーシヨ ンビ 
ューの[停止]をクリックします。整合性チェックが停 
止すると、オペ レーシヨ ンビューの[状態]が[停止]と 
なります。 


] を參照します。 


© f 亭止 (Q), * 1 

1 

■2 


I オペレーション 

対象 

状態 

|堅合性チ I ック 


RAIDID 卜 □- 

-ラ#1 LD #3 

実行中 (0%) I 


リビルド RAID コントローラ#1 PD #7 完了 

初期化 RAID コントローラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 


" cc M コマンドを使用します。 


手 j 唄1 以下のパラメータを指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 


/> raidcmd cc -c=l 


-c :整合性チェックを停止する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 ( all を指定すると、すべての RAID コントロ 
ーラのすべての論理ドライブが対象） 

-I :整合性チェックを停止する論理ドライブの番号 （ all を指 
定すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべての論理ドライブが対象) 
-op :整合性チェックを停止する場合 Stop を指定 


> raidcmd oplist 
RAID Controller #1 

> 



(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の整合性チェックを停止する。 
raidcmd cc -c=l -1=2 -op=stop 

手順 2 整合性チェックを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した整合性チェックは、 n oplist " コマンドで表 
示する一覧から消えます。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


整合性チェックの実行結果の確認 


整合性チェックの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
整合性チエッケ C •何らかの問題を検出したときは 、 RAID ロゲにロゲを記録します。 


整合性チェック優先度の設定 


整合性チェックをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定する手 
順を説明します。 

I irCl 整合性チェック優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
m ンストモードに変更してから操作してください。 
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RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 


手順1 RAID ピューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 0 


手順 2 [ RAID コントローラのプロパテイ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[整合性チェック優先度] 
の値を[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 
[0 K ] もしくは[適用]をクリックします。 




整合性チ1ッウ優先度 

1中 d 

パト□-ルリ-ド 


パト□-ルリ-ド優先度 



raidcmd 


"optctri" コマンドを使用します。 

手順 1 以下のパラメータを指定して、" optctrr コ 
マンドを実行します。 

-C :整合性チェックの優先度を設定する RAID コントローラの 
番号 

-cep :整合性チェック優先度の変更後の値を指定 ( high , 
middle , low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 

の整合性チェック優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctri -c=l -ccp=middle 

手順 2 "optctri" コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティが以下の値に変化します。 

[Consistency Check Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctri -c=1 -ccp=midd1e 」 

> raidcmd property -tg 二 rc -c=1 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) 

ROMB 


Firmware Version 

1.12.02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

f 1 d P“o“ tv 

H : 

Consistency Check Priority 

Middle 

i P [\©^C4 ■id ■ @ 、 

mim i ■ 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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論理ドライブを初期化する 


「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したいときに使用し 
ます。 

「初期化」には、以下の2つのモードがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブ中の管理情報が存在するブロックにのみ0を書き込みます。オペレーテイングシステムのインス 

卜ール情報やパーテイシヨン管理情報のみ消去します。管理情報に0を書き込むだけなので、完全モード 
よ〇も早く終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存在するため、論理ドライブ内のデータの整 
合は整っていません。 


wO 初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
110 — ドに変更してから操作してください。 


^驢ラモ:麟&し整合がとれていないのでデ-夕 


ません)。 


初期化の実行 

初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を開始する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[初期化]を使用します。 


手順1 RAID ビュ-アを起動します。ツリ-ビュ-で論理 
ドライブをクリックし、[操作]メニューで[初期化]をポ 
イントし、[完全]、もしくは、[クイック]をクリックします。 


棵作 (G 

ツ-ル (I) ヘルプ (a 

e 

論理ドライブの作成 (£) ► 

ブザー1■亭止 a) 



整合性チIッウに） 


初期化 a) ► 

完全(巳) 


論理ドライブの削除 (Q) 

りイッり ( Q ) 


手順2 初期化を開始すると、[オペレーシヨンビユ ー] 
に初期化の実行状況を表示します。初期化が完了 
すると、オペレーションビューの[状態]が[完了]とな 
ります。 


〇 f 亭止⑼ 

x iH 觀 

1 

II オペレ-ショレ 

対象 

状態 

1初期化 


RAID^hC 

トラ# 1 LD #3 

実行中(□%) 

リビルド 


RAID コント □- ラ# 1 PD #7 

完了 

初期化 


RAID コント □- ラ# 1 LD #4 

完了 


raidcmd 

M init M コマンドを使用します。 

_ 初期化は、 [ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)以外の論理ドライブへ実行できません。 
圆 
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手順 1 以下のパラメータを指定して、" init" コマンド 
を実行します。 

-C :初期化を開始する論理ドライブが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

-I :初期化を開始する論理ドライブの番号 
-op :初期化を開始する場合 start を指定 


> raidcmd mit -c=1 -1=2 -op 二 start 

> raidcmd op Iist 
RAID Controller #1 

LD #2 : Initialize (50%) 

> 


(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号 1, 論理ドライブ番号 2) の初期化を開始する。 
raidcmd init -c=l -1=2 -op=start 

手順 2 初期化を開始したら、 raidcmd は正常終了します。初期化の実行状況は、 "oplist" コマンドで確認します。 
(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


初期化の停止 


実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 

オペレーシヨ'ノビューの [停止]を使用します。 

手順1初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を參照します。 


手順2初期化を停止したい[初期化]のオペレー 
シヨンをクリックします。オペレーシヨンビユーの[停止] 
をクリックします。初期化が停止すると、オペレーシヨ 
ンビューの[状態]が[停止]となります。 



■則剛圓 ■ 

■■2 

オペレーシヨン 

対象 

状態 

1初期化 

RAID コント [ 

:]-ラ#1 LD #3 

実行中(□%) ! 


リビルド RAID コントローラ#1 PD #7 完了 

初期化 RAID コントローラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 

"init" コマンドを使用します。 


手順 1 以下のパラメータを指定して、" init n コマンド 
を実行します。 

- C ： 初期化を停止する論理ドライブが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

- I :初期化を停止する論理ドライブの番号 
■op :初期化を停止する場合 stop を指定 



(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の初期化を停止する。 
raidcmd init -c=l -1=2 -op=stop 

手順 2 初期化を停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した初期化は、 "oplist" コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 


(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 

初期化の実行結果の確認 

初期化の実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは 、 RAID ロゲにロゲを記録します。 
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初期化優先度の設定 


初期化をそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。初期化の優先度を設定する手順を説明しま 
す 0 




初期化優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
ードに変更してから操作してください。 


初期化優先度の設定は、 RAID コントローラの種類によっては、サボートしていないことがあります。サ 
ポートしていない場合、 RAID ビューアや raidcmd に項目を表示しません。 raidcmd の " optctrl " コ 
マンドは失敗します。 


RAID ビューァ 

RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をり 
リックします 0 


手順2 [ RAID コントローラのプロパテイ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[初期化優先度]の値を 
[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 [0 K ] も 
しくは[適用]をクリックします。 



fl 

1 

初期化優先度 

|rsi 


リビルド優先度 


- 1 

整合性チ I ッウ優先度 

Re 





raidcmd 

" optctrl " コマンドを使用します。 

手順 1 以下のパラメータを指定して、' 'optctrr コ 
マンドを実行します。 

-C :初期化の優先度を設定する RAID コントローラの番号 
■ip :初期化優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

0列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 
1 ) の初期化優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -ip=middle 

手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティが以下の値に変化します。 

[Initialization Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1-ip=middIe 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 ) ■ ■ ■ ■ 2 

n a t n r\ _j - i i ^ - Ui 


RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : Vendor Name 

Model : Model Name 

Firmware Version : 1.00 

Cache Size : 128MB 

Sstliar ぎ ■■■■■■■■■ oNoriirn L ■ ■ • 

Initialization Priority : Middle 

4?§biif . . ®IVN dcM § ■ 1 

Consistency Check Priority : Low 

Patrol Read : Enable 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 
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論理ドライブのキャッシ^モ ー K を変更する 

論理ドライブのキャッシュモードは、コンピュータの環境に合わせて設定を変更することができます。 

IpO 論理ドライブのキャッシュモードの設定は、コンピュータの処理性能に影響を与えます。キャッシュモード 
m の変更は、よく検討した上で慎重に行ってください。 

キャッシュモードの設定 

キャッシュモードを設定する手順を説明します。 

wrO キャッシュモードの変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
OD -ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


論理ドライブのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで論理ドライブをクリックし 、[ファイル] メニューで[プロパティ]をクリック 
します。 

手順2 [論理ドライブのプロパティ]で、[オプション] 

タブをクリックします。[キャッシュモード（設定値)]の 
値を[自動切換]もしくは 、 [Write Back]、[Write 
Through ] に変更します。 [ OK ] もしくは[適用] 

をクリックします。 


項目 

値 

キゃツシユモ-ド（設定值） 

1自觔切替 


自 t 

I 

Write Back 

Write Through 



raidcmd 


" optld " コマンドを使用します。 


手順1 以下のパラメータを指定して、" optld " コマ 
ンドを実行します。 

-C :キャッシュモードを設定する論理ドライブが存在する RAID 
コン ト ローラの 番号 

- I : キャッシュモードを設定する論理ドライブの番号 

-cm :キゃッシュモードの変更後の値を指定 ( auto , writeback , 

writethru から選択します） 

(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論 
理ドライブ番号 1) のキャッシュ モー ドを Write 
Through に設定する。 

raidcmd optld -c=l -1=1 -cm = writethru 


> raidcmd optld -c=1 -1=1 -cm=writethru 

> raidcmd property -tg=Id -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Disk Array Information : 1(order 1/1) 

RAID Level : RAID 5 

Capacity : 20GB 

. . . . % 

Cache Mode (Setting) : Writeh Through ■ 

oilcfhS ■ ■ ■ ■ * aua§ 

Status : Online 


手順 2 " optld " コマンドを実行すると、論理ドライブのプロパティが以下の値に変化します。 


[Cache Mode ( Setting )] :変更後のキャッシュモード 

論理ドライブのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg :論理ドライブのプロパティを参照するには、 Id を指定 

-c :プロパティを参照する論理ドライブが存在する RAID コント ローラの 番号 

-I :プロパティを參照する論理ドライブの番号 


(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番号）のプロパテイを参照する。 


raidcmd property -tg=ld -c=l -l=i 
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手 

屯 

手 

コ 


手順3 リビルドを開始すると、[オペレーションビュー] 
にリビルドの実行状況を表示します。 

リビルドが完了すると、オペレーションビューの[状態] 
が[完了]となります。 


整合性チ1ック 
リビルド 

セ71甘レ 


RAID コント □- ラ#1 LD #4 
RAID コント □- ラ#1 PD #7 


raidcmd 


[操作]メニューの[リビルド]を使用します。 


III 1リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 
句理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


1112ツリービューでリビルドに使用する物理デバイスをクリックし、[操作]メニ 
一で[リビルド]をクリックします。 


棵作 (G 

0 


ツ-ル (I) ヘルプ (H) 


論理ドライブ00作成 (E) 

ブザー1■亭止 >2) 

> 

整合性チIッウ (G 


初期化⑴ 

► 

論理ドライブ00則除⑼ 





© f 亭止 ( Q ) 

X 纏 111 

1 

オペレ-ショレ 

討象 

状態 

ビルド 


RAID コント [ 

トラ#1 PD #7 

実行中 ( 0 %) II 


塚叱ルド &) 


" rebuild " コマンドを使用します。 


I 你 I 


リビルドは、物理デバイスの [ Status ] (ステータス)が [ Failed 〕 （故障)、かつ、その物理デバイスを使用 
する論理ドライブの [ Statusl (ステータス)が [ Degraded ] 退)のときに実行できます。 


手順1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 


手順2 以下のパラメータを指定して、 " rebuild " 
コマンドを実行します。 

-C :リビルドを開始する物理デバイスが存在する RAID コ 
ント ローラの 番号 

-P :リビルドを開始する物理デバイスの番号 
-op :リビルドを開始する場合 start を指定 


)raidcmd rebuild -c=1 -p=3 -op=start 

> raidcmd op list 》■■■■ 2 
RAID Controller #1 

PD #3 : Rebuild (70%) 

> 


物理デバイスをリビルドする 


「リビルド」は、故障などで物理デバイスを交換するとき、新しい物理デバイスを論理ドライブに組み込むことを指します。通常、リビ 
ルドは、スタンパイリビルドやホットスワップリビルドという RAID コントローラの機能により、自動的にリビルドが動作します。そのため、手 
動でリビルドを行う機会は多くありませんが、手動でリビルドを行うときは 、 Universal RAID Utility を使用します。 

wO 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
^ 変更してから操作してください。 

リビルドの実行 

リビルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

RAID ビューア 


了 了 7 

完完{一 I 
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オペ レーシヨ ' ノビユーの [ 停止 ] を使用します。 

手順1リビルドを実行中に[オペレーションビュー]を参照します。 


手順2リビルドを停止したい[リビルド]のオペレー 
シヨンをクリックします。オペレーシヨ'ノビユーの[停止] 

をクリックします。リビルドが停止すると、オペレーシヨン 
ビュ-の[状態]が[停止]となります。 




オペ レーシヨ ン 


討象 


整合性チ I ック RAID コント □- ラ#1 LD #4 

リビルド RAID コント □- ラ#1 PD #7 


raidcmd 



"rebuilcT コマンドを使用します。 

手順 1 以下のパラメータを指定して、" rebuild " コ 
マンドを実行します。 

-C :リビルドを停止する物理デバイスが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

-P :リビルドを停止する物理デバイスの番号 
-op :リビルドを停止する場合 stop を指定 

(例）物理デバイス （RAID コン ト ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) に実行中のリビルドを停止する。 
raidcmd init -c=l -p=3 -op=stop 

手順 2 リビルドを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止したリビルドは、 " oplist " コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


リビルドの実行結果の確認 


リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、および 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリービューのアイコンが[オンライン]/ [ Online ] アイコンに変化しま 
す。また、物理デバイスのプロパティの[ステータス]/ [ Status ] が[オンライン]/ [ Online ] になります。 


リビルドで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ロゲにロゲを記録します。 


(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) のリビルドを開始する。 
raidcmd rebuild -c=l -p=3 -op=start 

手順 3 リビルドを開始したら、 raidcmd は正常終了します。リビルドの実行状況は、 " oplist " コマンドで確認します。 
(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 

リビルドの停止 

実行中のリビルドのオペレーションを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 

I irO リビルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
m 変更してから操作してください。 

RAID ビューア 


リヒルド RAlDny トローラ#1 PD #7 実行中0% 


了 了 7 

完完{一 I 
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リビルド優先度の設定 


リビルドをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。リビルドの優先度を設定する手順を説明しま 
す 。 

I »rO リビルド優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
m ー ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 0 


手順2 [RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[リビルド優先度]の値を 
[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 [ OK ] も 
しくは[適用]をクリックします。 


1 項 g 

fl 

I 

リビルド優先度 

1 中 


整合性チ1ック塥先度 

Ifii 


パト □- ルリ-ド 

1 J 休 n — il . il - K ； 低朱苷 

\ i ~ 

▼i 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順 1以下のパラメータを指定して、" optctrr コ 
マンドを実行します。 

-C :リビルドの優先度を設定する RAID コントローラの番号 
-rp :リビルド優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 
1) のリビルド優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -rp=middle 

手順 2 ' optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティが以下の値に変化します。 

[Rebuild Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
■c :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 

-rp=middle 

> raidcmd property -tg 二 rc -c=1 

RAID Controller #1 


ID 

: 0 

Vendor 

: し SI Corporation 

Model 

: MegaRAID SAS PCI Express (TM) 

ROMB 


Firmware Version 

: 1.12.02-0342 

Cache Size 

: 128MB 

力融 胃 被囑， ■■■■■■ 

■ ■ れ 識 | i ■ » 

Rebuild Priority 

: Middle 

0<5rftFsT:5ri!)^ friT)F 

\\f'. LT>w 1HH 

Patrol Read 

: Enable 

Patrol Read Priority 

: Low 

Buzzer Setting 

> 

: Enable 
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物理デバイスの実装位置を確認する 

「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デバイスが、本体装置やエンクロージャのどのスロットに実装してい 
るのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デバイスを実装している本体装置やエンクロ 
-ジャの DISK ランプを点灯(装置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している物理デバイスを探せば、 RAID ビューア 
や raidcmd で「実装位置の確認」を実行した物理デパイスを特定できます。 

点灯した DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。なお、 RAID コントローラの種類によっては、 DISK ランプを消灯する機能 
を サボー トします。 


wO RAID ビューアや raidcmd では、 DISK ランプの点灯/消灯を識別できません。そのため、複数の物 

1=0 理デパイスで同時に DISK ランプを点灯すると、物理デバイスの実装位置を確認できなくなる可能性 

があ 1 3ます。物理デバイスの DISK ランプは、1台ずつ点灯して実装位置を確認するようにしてくださ 
い。ランプを点灯した物理デバイスの番号をメモしておくと、消灯するときに便利です。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実行します。実装位置の確認手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[実装位置表示(ランプ)]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。 

ツリービューで実装位置の確認を行う物理デバイスをクリックし、[操作]メニューで[実装位置表示(ランプ)]をポイント 
し、[オン]をクリックします。[オン]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが点灯(装置の種類によっては点滅)し 
ます。点灯している DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。 


手 II 頃2 DISK ランプを消灯できる RAID コントローラの場合、 
[操作]メニューの[実装位置表示(ランプ)]の[オフ]が有 
効になります。 

DISK ランプを消灯するには、ツリービューで DISK ランプが 


ノノ -i ン vi_v 


実装位蚩表示(ランプ) ( L ) ► 


ゎ ㈣ 

オフ(巳） 



点灯している物理デバイスをクリックし、[操作]メ ニ ューで[実装位置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]をクリックしま 
す 0 


raidcmd 


" slotlamp " コマンドを使用します。 


手順1 実装位置を確認するために DISK ランプを点 
灯するには、以下のパラメータを指定して、 
" slotlamp " コマンドを実行します。 

-C : DISK ランプを点灯する物理デバイスが存在する RAID コ 
ント ローラの 番号 

-P : DISK ランプを点灯する物理デバイスの番号 
-sw : DISK ランプを点灯するには on を指定 



(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを点灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=on 

手順 2 点灯した DISK ランプを消灯するには、以下のパラメータを指定して、 " slotlamp " コマンドを実行します。 

■C : DISK ランプを消灯する物理デバイスが存在する RAID コント ローラの 番号 
-P : DISK ランプを消灯する物理デバイスの番号 
-sw : DISK ランプを消灯するには off を指定 
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(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを消灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=off 
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物理デパイスのステータスを強制的に変更する 


「物理デバイスのステータス強芾 I ]変更」は、メンテナンス作業などで物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン]や[故障] 
に変更したいときに使用します。通常の運用においては使用しない機能です。 

I 'irO 物理デバイスのステータス強制変更は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
m アドバンストモードに変更してから操作してください。 


Sr, 


[オンライン]/ [ OrHine ] への変更 


物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強芾 ij 的に[オンライン]/[〇 nline ] へ変更する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[強制オンライン]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[故障]の物理デバイスをクリックし、[操作]メニュ_ 
で[強芾 I ]オンライン]をクリックします。 

手順2 強制オンラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[オンライ 
ン]になります。 


raidcmd 


" stspd " コマンドを使用します。 

手順1 以下のパラメータを指定して、" stspd " コマ 
ンドを実行します。 

-c :ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
バイスが存在する RAID コントローラの番号 
-P :ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
パイスの番号 

- st :ステータスを弓金芾 ij 的に [ Online ] (オンライン)にするには、 
online を指定 

(例）物理デバイス ( RAID コントロ-ラ番号1,物 
理デバイス番号 3) のステータスを強芾 I ]的に 
[ Online ] (オンライン)にする。 

raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=online 

手順 2 n stspd " コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが以下の値に変化します。 
[ Status ] : Online 


物理デバイスのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを參照する物理デパイスの番号 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=onl ine •■■■ 匪 1 

> 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 1 ■ ■ ■ ■ 2 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

滷 「 「 「 「 「 「「 


Status 

■ WUWKJtJ m ■ ■ ■ ■ 

Online 

C. ：l /, . . 

> 



強制オンライン ( U ) 
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(例）物理デバイス (RAID コン ト ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=3 

[故障]/ [ Failed ] への変更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強制的に[故障]/ [ Failed ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操作]メニューの[強制オフライン]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[オンライン]の物理デバイスをクリックし、[操作]メニ 
ューで[強芾 ij オフライン]をクリックします。 

手順 2 強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[故障]に 
なります。 


強利オンフイ：4出 
強制オフライン(巳） 


raidcmd 


"stspd" コマンドを使用します。 


手順 1 以下のパラメータを指定して、" stspd "コマ 
ンドを実行します。 

-c :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイス 
が存在する RAID コン ト ローラの 番号 
- P ： ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイス 
の番号 

- st :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にするには、 
offline を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 3) の ステータスを 弓蛍芾 lj 的に 
[ Failed ] (故障)にする。 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=off1ine 籲 ■■ 

> 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 1 ■i 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

#eap-od • 

■ ^SG6- e 

■Status 

Failed 

. . 

> 

« 物 ™ 1 圓 


raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=offnne 


手順 2 "stspd" コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが以下の値に変化します。 
[ Status ] : Failed 


物理デバイスのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを參照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) のプロパティを參照する。 
raidcmd property _ta=pd -c=l -p=3 
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本章では、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 

Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供しています。 Universal RAID Utility 
が提供する障害監視機能をイメージにすると以下のようになります。 


ESMPRO/ServerManaaer 


RAID ビューア 


raidcmd 


障害検出手段 1 
RAID コントローラが 
検出する RAID シス 
テムの障害は RAID 
ヒューアや raidcmd 、 
ESMPRO/ServerMa 
nager Ver5.2 以降 
で参照できます。 




〇 lx 1 




ログビューァ 


J3: 


障害検出 


RAID システム 


RAID ログ 

障害検出手段 2 ， 

RAID システムで発生した 
すべてのイベントを RAID 口 
グへ記録します。 

RAID ログの内容は、 

Windows はログビユーア、 

Linux はテキストエディタな 
どで參照できます。 


障害検出手段 3 
RAID コントローラ 
にブザーを搭載し 
ている場合、障害 
の発生をブザーで 
知らせます。 



障害検出手段 5 
OS のログに記録したィベン 
卜は、 

ESMPRO/ServerManag 
er ヘアラートを送イ言しま 
す。また、 Express 通報サ 
- ビスにより、保守サービス 
会社にもアラートを送ィ言し 
ます。 


障害検出手段 4 
RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
OS のロゲにも記録 
します。 




ブザー 


図21 RAID システムの障害監視イメージ 


OS ログ 


Universal RAID Utility 


RAID システムの障害監視 
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障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図21 RAID システムの障害監視イメージ」のように様々な障害検出手段を提供しています。以下、 
それぞれについて説明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、および、プロパティの[ステータス]に表 
7 F しま9 〇 

ツリービュー上の各コンポーネントのアイコンの詳細については、「ツリービュ_」を参照してください。プロパティ中の[ステータ 
ス]の詳細については、 「 RAID システムの情報參照」を參照してください。 


raidcmd による状態表示 


" property " コマンドにより、 RAID システムの各コンポーネントの状態を參照できます。プロパティの表示内容については、 
「 RAID システムの情報參照」を參照してください。 


RAID ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイベントをすべて Universal RAID Utility の RAID ログに記録しま 
す 0 


RAID ログの内容は、ログビユーア(オペレーティンゲシステムが Windows の場合)やテキストエディタで参照できます。ログビユ 
—アの詳細については、「ログビユーアの機能」を參照してください。 

RAID ロゲを參照するときは言語、文字コードに注意してください。 


オペレーテイングシステム 

パスとファイル名 

言語 

文字コード 

Windows 

(インス トールフォルダ)/ server/raid. log 

日本語 

UTF-8 

Linux 

/var/log/raidsrv/raid.log 

日本語 

0S の文字コードが EUC : EUC 

0S の文字コードが EUC 以外： UTF-8 

VMware ESX 

/var/log/raidsrv/raid.log 

英語 

UTF-8 


■-0 RAID ログへのイベントの登録は、 raidsrv サービスを開始したときに開始し、 raidsrv サービスを停 
m 止したときに停止します。 raidsrv サービスが停止している間に発生したイベントは 、 RAID ログに登 
録されないので注意してください。 


RAID コント ローラのブザー 

RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID コントローラがブザーを鳴らします。 
RAID コントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 

[ Control ] メニューの[ブザー停止]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで障害が発生しているコンポーネントを確認します。 
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手順 2 障害が発生しているコンポーネントが存在する RAID コントローラをクリツ 
クし、[操作]メニューで[ブザー停止]をクリックします。 


制 

0 

乍 (G 

ツ-ル (I) ヘルプ ( H ) 

論理ドライブ 0D 作成 (E) ► 

プザ ー1 ■亭止 




Sr , 您溫餛 Sf し I がザ-が鳴逼^鳴つていなくてもゥリックできます。ブザ-が鳴 


raidcmd 


" sbuzzer " コマンドを使用します。 

手順1以下のパラメータを指定して、" sbuzzer ••コ 
マンドを実行します。 

-C : ブザーを 停止する RAID コント ローラの 番号 

(例） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号 1 ) のブ ザーを 停止する。 
raidcmd sbuzzer -c=l 


OS ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID ログに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは OS ログにも記録し 
ます。 OS ロゲとは、オペレーティングシステムが Windows の場合、イベントロゲ(システム)です。オペレーティングシステムが 
Linux の場合、 syslog です。 

OS ログに記録するイベントについては、「付録 C: ログ/イベントー覧」を参照してください。 


ESMPRO/ServerManaaer へのアラート送信 


Universal RAID Utility は、 OS ロゲに記録した RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響がある重 
要なイベントを ESMPRO/ServerManager ヘア ラートとして送信します 0 アラートの送信には、 ESMPRO/ServerAgent のイ 
ベント監視機能を使用します。 Universal RAID Utility をインストールしているコンピュータに ESMPRO/ServerAgent をイン 
ストールし、かつ、アラートを送信する設定を行うと、 Universal RAID Utility が検出する RAID システムのイベントは、自動的 
に ESMPRO/ServerManager ヘア ラート送信されるようになります。 

ESMPRO/ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 C : ロゲ/イベントー覧」を參照してください 0 

■: ESMPRO/ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO/ServerAgent のドキュメントなどを參 

leTl 照してください。^ 



ESMPRO/AlertManager の通報連携を使用するには 

ESMPRO/ServerManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 ESMPRO/AlertManager の 
通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO/ServerManager をインストールしているコンピュータに以下のレジストリを追 
加します。 

レジストリキー 

x86 の場合： HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥URAIDUTL 
x64 の場合： 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥URAIDUTL 
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值 


名前 

種類 


デ—夕 

WavDefault 

REG 一 SZ 

Server.wav 


An i Default 

REG 一 SZ 

Default.bmp 


Image 

REG 一 SZ 

Default.bmp 


Smalllmage 

REG 一 SZ 

Default.bmp 




アクセス権 

オペレーテインゲシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーに以下のアクセス権を設定します。 


名前 


種類 

Administrators 

フルコント ロール 


Everyone 

読み取り 


SYSTEM 

フルコント ロール 


ESMPRO ユーザーグループ 

フルコント ロール 




m ESMPR 〇ユーザーゲループは、 ESMPRO / ServerManager のインストール時に指定した、 ESMPRO を 

mi 使用するユ ー ザ ー を管理するゲル ー プの名称です。ゲループ名がわからない場合、以下のレジストリキ 

—を參照します。 

X86 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 

x 64 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC¥NVBASE 

値 ： LocalGroup 


物理デパイスの故障を監視する 


RAID コントローラが検出する物理デバイスの故障は 、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 





RAID ログ 

ブザ - 

OS ログ 

アラ-卜 

〆 


RAID コントローラの機種 
に依存します 


〆 


論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は[故障]/ [ Failed ] に変化します。また、その物理デ 
バイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状況により[縮退]/ [ Degraded ] 、もしくは、[オフライン]/ [ Offline ] に変 
化します。物理デバイス、論理ドライブの状態は、その問題を解決するまでその状態を保持します。 

RAID ビューアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービューのアイコン、および、プロパティに表示します。また、 RAID ビュ 
-アは、 RAID システムの観点での状態や、コンピュータの観点での状態をツリービューに表示します。 
raidcmd は、物理デバイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 

以下、物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューア、 raidcmd の表示について説明します。 

[図の説明] 

^1論理ドライブ 
' ~1物理デバイス 

|物理デバイス(ホットスペア） 
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物理デパイスが故障していないとき 


論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態が正常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライブの状態はオンライン([ステータス]が[オンライン] ) となります。 


RAID システムの構成と状態 


#1[オンライン] 
RAID レペル5 


RAID ビ ユーアの プロパティ 


爹理ドライブのブ□パティ 


[: 蓋酵.….|ォプション丨 


XJ 


B B B Q 

#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン][オンライン] [ホット スペア] 


RAID ビューアのツリービニ 


項目 


m 


番号 

ID 

物理デパイス番号 
ディ;^アレイ惜報 
RA ID レベル 
容量 

ストライブサイズ 

キゃツシュモード（現在値） 

ステータス • 


1 
0 

1 , 2 , 3 


1 

♦ぬ’[^ 

♦ 3JGB 
ぬ KB 

♦Write Through 
オンライン 


論理 


[オンライン ( Online )] 


心ライブ 




xJ 


!全般 


E 〇 Computer 

白 ■■ 圈 RAID コント ローラ #1(0) 

卜擺 パッ亍リ [正常] 

4 眉ディスウアレイ # 1 ( 0 ) 

■BI LD #1(0) [ ォンライン]上ぢ 
|PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 
PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 
PD #3(2) [オンライン] SAS-HDD 


七 


掘 
_■■薩 

■■ 句 PD #4(3) [ 専用ホットスペア ] SAS-HDD 


項目 


I 値 


番号 

ID / 

エン加-ジ V f 

スロット / 

デパイス タイ 〆 ♦, 

ィ や 〆 ス ♦♦♦ 
碟為 元/製品名 ■ 

ファームウ：:刃 W ジョン 
シリアル _ 


XJ 




物理デパイス 
[オンライン ( Online ) 


ステータス 

S.M.A.R.T. 

ステータス 

[S.M.A.R.T. 

P | ステータス 
S.M.A.R.T. 


"1 ■•メ 

H0O 

HITACHI HUS1 51473 VLS300 
J\42A 

icWRWTPK 

it 7 < 3 B 

オンライン 

JE ^ 

わラマン 

わラマン 

正常 




xJ 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg= 1 d -( 
RAID Controller #1 Logical I 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 

B Size 

Capacity 

Cache Mode (Current)#^ 

Cache Mode (.Sett i ng) V 

:=1-1=1 
)rive #1 

0 

1, 2, 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Online 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 
.y^or /Model 

Fi rmwal-fe*V««r も ip.n. 

Serial Number •****• 
Capacity 、 

)=1-p=1 

Device #1 

0 

1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Online 

S. M. A. R. T. : l\lorma[ 

> 


Capacity 

Status 

S.I.A.R：!. 


146GB 

Online 

Normal 


Capacity 

Status 

S.M.A.R ： T. 


146GB 

On Iine 
Normal 


図 22 RAID ビューア / raidcmd の表示(物理デパイス正常） 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が低下、もしくは、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが1台以上故障して([ステータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が低下 ( RAID レベル6の場合、1台故障)、もしくは、冗長性を失った ( RAID レべ 
ル1と RAID レベル5の場合は1台までの故障、 RAID レベル6の場合は2台までの故障）、論理ドライブの状態は縮退([ステータス]が[縮退] ) となります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ビューアのプロパティ 




#1 [縮退] 

RAID レベル5 


塞理ドライブ①ブ□パティ 


[•里?一"||オプション丨 


xJ 


■Q Q 


#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン] [故障] [ホットスペア] 


RAID ビューアのツリービュ- 


頂目 


m 


番号 

ID 

物理デパイス番号 
ディスクアレイ牾報 
RAID レベル 
容量 

ストライブサイズ 

キゃツシュモード（現在値） 

ステータス •• 


1 

0 

1,2,3 


1 

336b 

み KB 

•rite Through 

" ■ …… 


論理ドライブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


[故障 ( Failed )] のノー 
ドの存在によ >3 [異常] 


物理デバイス®ブロパティ 




XJ 


B I B Computer <■■■■■■**" 

白 S 工^ □- ラ #1¢) w** 

卜 0 

白 . 

3 パッテリ [ 正常 ] 

1 「ディスクアレイ #1(0) 

0ILD #1(0) mm RAID 5 

■■■■_ PD #1(0) [ オンライン ] SAS-HDD 
■■■■_ PD #2(1) [ オンライン ] SAS-HDD 

PD #3(2) [tm] SAS-HDD 

■S PD #4(3) [専用 ホットスペア ] SAS-HDD 


頂目 


番号 

ID 

エンり I 
ス□ッ I 
デパイ 
インタ:, 


77-1 
シリア） 
容量 
ステ -. 

ば 


凶 


物理デパイス® ブ □パティ 


XJ 


:全般丨 


,r 


項目 y 


fi 


エンクロージャ 
スロット B 

デ パィスが***** 

イン々: E - ス 
#€元/ 製品名 
ファームウ I アパージョン 
シリアル番号 
容量 
ステータス 
S . M . A . R . T . 




故障した物理デバイス 

[故障 ( Failed )] 


SAS 

MAXTOR ATLAS 10 K 5_73 SAS 
, BKOD 
、 J 2 YQQLSK 
>^67 GB 
故陏 
正常 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=ld -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 

Stripe Size 

•■•••着 

Cache Mode (CurVart)* # 

Cache Mode (Setting) V 

〕 =1-1=1 
)rive #1 

0 

1, 2, 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Degraded 

> 


> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

Vendor/Model 

p I fmwgrp Vgr^nn 

Ser 
Capi 
Sta 


-tg=pd -c=1 -p=1 
Physical Device #1 
0 
1 
1 

HDD 
SAS 

Seagate ST1 2345678 
RKOQ 


> raidcmd property -tg=pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Pev ice Type 

Vendor /MocTe*r*** # ^ 

Firmware Version*..% 

Serial Number 

Capacity V 

-p=3 

Device #3 

2 

1 

3 

HDD 

SA<5 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Failed 

TIO:T: . 

> 

NTormal 


図 23 RAID ビューア / raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失) 
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故障した物理デパイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続けると、物理デパイスがさらに故障したとき論理ドライブのデータを失う可能性があります。冗長性が低下した論理ドライブが存在すると 
きは、ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換により論理ドライブを復旧します。ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換でリビルドが動作すると、物理デバイスの状態はリビルド中([ステ_ 
タス]が[リビルド中] ) に変化します。リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態はオンラインになります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ビューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


#1[縮退] 
RAID レベル5 


達理ドライブ®ブロパティ 


[.蓋释一.. i | オブション| 


XJ 


a Q 

#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン] [レディ][リ ビルド 中] 
(故障） 


RAID ビューアのツリービュ- 


項目 

1值 

自命理ドフイブ 


番号 

1 ••メ 


ID 

〆 ♦♦♦ 

L » TlB 3 S ^ uegraaea;j 


物理デパイス番号 

♦♦♦♦中 

ディスクアレィ牾報 ♦ 

♦♦ 1/1/1 番目） 

RAID レベル ♦’ 

f ^ ID 5 

容量 / 

；3 GB 

I ストラィブサィズ •• 

fc 4 KB 

キゃツシュモード（現 S 値） 

♦Write Through 

ステータス ： 

縮退 


物理デパイス圯ブ□パティ 


X ] 


[里] I 


[縮 退 ( Degraded )] のノ 
ードの存在により [警告] 


□ IDcGmputer ★"■••••• 

白 … ? 

P|RAID コント □- ラ #1(0) 

■…幽 パッ亍リ [正常] 

D-ji 

^ ディスウアレイ #1(0) ゃ， 

0!LD#1(O)[11] RAIDS 

■ PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 

■ PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 

■®!PD #4(3) [U ビルド 中] SAS-HDD 

■i 

|PD #3(2) [レディ] SAS-HDD 


[； i | 

r 

IrJl 

スロ II 

テム.. 


項目 


I 値 


番号 ; 

ID * 

エン クロ/ ■ジゃ 
ス ロ 5 / ♦♦ 〆 * 

デ妨スタ 〆 
や夕^ •ス 
> 製造&/ 製品名 
ファ： ■ムウ: c アバージョン 
シ 办 ル番号 


専用ホツトスペア 

[リ ビルド中 ( Rebuilding )] 


ステ-タス 

S . M . A . R . T . 


HDD 

SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
參 0004 
*, 3 LQ 0 FP 5 V 
>^67GB 
リ If ルド中 

7P 戈 


製适元/製品名 


BKit ) 




raidcmd property -tg=Id -c=l -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 


ID 

0 

Physical Device Number 

1 ， 2， 3 

Dj^k Array Number 

RAID - 1*^1... 

1 

5 

Stripe Size •••••命 

64KB 

Capacity ’ 

146GB 

Cache Mode (Current) ♦♦♦ 

Write Back 

.Cs.ch.G. .Mod.6... CSst.t _i_ ns} 文 - . 

..Auto.Swjtch . 

Status 

Degraded 


故障した物理デパイス 

[レ デイ （ Ready )] 


容量 ^ 

^67 GB 

ステータス 

レディ 

S . M . A . R . T . 

正常 




> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=4 

RAID Controller #1 Physical 

Device #4 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

4 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

■\A&rwl(ir./^[ode 1 

Seagate ST1 2345678 

Firmware 

BK09 

Serial Number ***、 

1111 

Capacity ^ 

146GB 

Status 

RebuiIding 

'S'.'IVATRVT ： . 

> 

Normal 


'>■14 

RAI 
ID 
End 
Sic 
Dev 
Int 
Ver 

Firmware Version 
Serial Number 

Capacity. . 

Status 
0 : A:R:T: … 


BK09 

1111 

..1.46GB... 
Ready 
Normaf 


リビルド開始後、故障した物理デパイスは、 RAID コントローラの種類や発生した障害の 
種類により、[ステータス]が[レディ]になったり、物理デバイスの存在を認識できなくなっ 
たり、[ステータス]が[故障]のままになつたり、いろいろな結果が考えられます。 


図24 RAID ビユーア/ raidcmd の表示(物理デパイスのリビルド） 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け、物理デバイスがさらに故障すると論理ドライブは停止します ( RAID レベル1と RAID レベル5の場合は2台以上の故障、 RAID レ 
ベル6の場合は3台以上の故障）。論理ドライブが停止すると、論理ドライブの状態はオフライン([ステータス]が[オフライン] ) となります。オフラインとなった論理ドライブのデータは失われてしまいま 
す。故障した物理デバイスをすべて交換し、 RAID システムを構築しなおします。 


RAID システムの構成と状態 


n 


#i [ オフライン ] 
RAID レペル 5 


Q □ Q 

#1 #2 丑飞 

[ オンライン ] [ 故障 ] [ 故障 ] 


RAID ビューアのプロパティ 


論理ドライブ®ブ□パティ 


全般 | ォブション | 


項目 


XJ 


値 


番号 

ID 

物理デパイス番号 
ディスクアレイ牾報 
RAID レベル 

容量 ぐ 

ストライブサイズ : 

キヤウシュモード （現在 值） 
ステータス * 


ダ/ 

4 , 5^6 
ハ番目) 
R^ID 5 
J 6 GB 
fc4KB 

少 /rite Back 

オフライン 


論理ドライブ 
[オフライン ( Offline )] 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=Id -c=l -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 


ID 

Physical Device Number 

0 

1 ， 2, 3 

JJLij^K Array Number 
RAICfV^L.. 

Stripe Size ***•、 

1 

5 

64KB 

Capacity •♦♦♦♦ 

Cache Mode (Current ) \ 

146GB 

Write Back 

_ C. 3 .Gh.G. .Mod.6... CS.Gt.t . 育 . 

. Au to...Sw.i.tch. . 

Status 

Offline 


RAID ビューアのツリービュー 


[オフライン ( Offline )] のノ 
ードの存在により [異常] 


物理デパイス〇ブロパティ 


xJ 


:: [J Computer 

- B ； RAID コント □- ラ # 1(0) .. 

白 . 

3 パッテリ [ 正常 ] 

. 


■tl! LD #1(0) [ オフライン ] RAID 5 

■ PD #1(0) [ オンライン ] SAS-HDD 

g|!PD #2(1) [ 故睹 ] SAS-HDD 

… tg: PD #3(2) [tm] SAS-HDD 
^ PD #4(3) [ 専用ホットスペア ] SAS-HDD 


n 媛 


:]| / 


項目 


m 


畨号 4 

1 D •♦舞 
《□ッ ト 


W ジヤ 


項 LV 叹 し， 

ィ •與 -ス 

梨 51元/製品名 
*5 ァ-ムウ： c ァパ- 


Id 

エン 
スロ _ 

^ リアル番号 

a 容量 
ステータス 
S . M . A . R . T . 


故障した物理デパイス 
2台とも 

[故障 ( Failed )] 


メ多. 

ファ' 

シリアル番号 
容量 
ステ-タス 
S . M . A . R . T . 


SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
0004 

\ 3 LQDFP 5 V 
>^67GB 

—— 丽 一… 


■3 LQDFP 5 V 
> fl 67 GB 
' 故陏 
正常 


> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 
Interface 
!>■ 如 nckvyj/jpde I 
nc Fi rtnware'V ざ!， 

Iq Serial Number *** 

Capacity___ 

Status _ 

.M. A. R. T. 


-tg=pd -c=1 -p=3 
Physical Device #3 




1 

3 

HDD 

SA<5 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 

146 , 

Failed _! 

Normal 


% > 


Status 

: Failed 

S. M. A. R. T. 

> 

: Normal 


図 25 RAID ビューア / raidcmd の表示（論理ドライブの停止） 
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パッテリの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するバッテリの状態は 、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

OS ログ 

アラ-卜 



RAID コントローラの機 
種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイベントは、 
RAID ロゲに記録します。また、バッテリの問題を検出した場合、バッテリの状態を RAID ビューアではバッテリの[ステータス]へ、 
raidcmd では RAID コントローラの [Battery Status ] へ反映します([警告]/ [ Warning ] に変化)。バッテリの状態は、その問題を解 
決するまで保持します。 


RAID ビューアのツリービュー 


バッテリに問題があるとき、パッテリのノー ドの状態は[警告]となります。 


[警告] のノードの 
存在により [警告] 


BI 0 Computer 

B-H RAID コント□ーラ #1(0) 

!…■巧テリ丽 ] • 

白.彳_ディス5アレイ#1(〇 .. 

[ ■■…0 LD#1 ⑼ [ オンライン ] RAID 5"' 
on JMfn^ QAQ.unn 


□ 園 iComputer 

\k-W\ RAID コント□ーラ# 1 ⑼ ， • 

| …摑蕭 『醒广： 

\ k -- M ディ；^ アレ? •よ洞 ^… 

. トヤ l0"Lb";i(o) キ 


!■■… on in 「っ 


故障したパッテリ 

[警告] 



raidcmd のプロパティ 


バツテリに問題があるとき、 RAID コントローラのプロパティの [Battery Status ] が [ Warning ] となります。 


> raidcmd property -tg=rc -( 
RAID Controller #1 

ID 

Interface 

Vendor 

Model 

Express(TM) ROMB 

Firmware Version 

Cache Size 

3=1 

0 

SAS 

LSI Logic 

MegaRAID SAS PCI 

1.14-02-0342 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Initialize Priority X Middle 

D^K.. ； 1 A Dir ; ハ IT 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 


RAID Controller #1 
ID 

Interface 

Vendor 

Model 

Express (TM) ROMB 
Firmware Version 

Cache, S_i__ze_ 

Battery Status 
Initialize Priority .wf 

D ^ ki . i M Dir ； 公曹 •锤 • 


: 0 
: SAS 

故障したパッテ L 

[ Warning ] 

: lZbMb _ 

: Warning 
■Middle 

- U ； rrh 


図 26 RAID ビューア / raidcmd の表示(パツテリの問題) 
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エンクロージャの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

OS ログ 

アラ-卜 


〆 

RAID コント ローラの 機 
種に依存します 

〆 

〆 


Universal RAID Utility は、 RAID コントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンクロージャのイベント 
は、 RAID ログに記録します。また、重要なイベントは、 0S ロゲへ記録したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信をしたりしま 
す 。 

なお、このカテゴリで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [Status] には状態を反映しま 
せん。 

エンクロージャに関するロゲについては、「付録 C : ロゲ/イベントー覧」を參照してください。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 


RAID コントローラが検出するその他のイベントは、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

OS ログ 

アラ-卜 



RAID コントローラの機 
種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、バッテリのイベント、エンクロージャのイベント以外にも、 
RAID システムの様々なイベントを監視します。検出した RAID システムのイベントは、 RAID ロゲに記録します。また、重要なイベント 
は、 0S ロゲへ記録したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信をしたりします。 

なお、このカテゴ_リで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [Status] には状態を反映しま 
せん。 

RAID システムのさまざまなイベントに関するログについては、「付録 C : ロゲ/イベントー覧」を参照してください。 


物理デパイスを予防交換する 

物理デバイスが S.M.A.R.T.(Self-Monitoring, Analysis and Reporting Technology) をサボートし、かつ、 RAID コントローラが 
その S.M.A.RT エラーを検出できる場合、 Universal RAID Utility は、その S.M.A.R.T. エラーを以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ロゲ 

ブザ- 

OS ログ 

アラ-卜 



RAID コントローラの機 
種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、物理デバイスの S.M.A.R.T ■エラーを監視します。 S.M.A.R.T ■エラーを検出したときは、そのイベントを 
RAID ロゲに記録します。また、物理デバイスの S.M.A.R.T. の状態を物理デバイスの状態として反映します(物理デバイスの状態を 
[警告]/ [Warning] に変化)。物理デバイスの状態は、 S.M.A.R.T ■エラーを解決するまで物理デバイスの状態として保持します。 
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RAID ビューアのツリービュー 


S.M.A.R_T. エラーを検出したとき、物理デバイスのノー ドの状態は[警告]となります。 


[ 警告] のノードの 
存在により [ 警告 ] 




B D Computer 

白 ■■ 顆 RAID コント □- ラ #1(0) 

Ms パツ亍リ[正常] 

ディスウアレイ # 1 ( 0 ) 

■H LD #1(0) [ ォンライン ] RAID 5 
^ PD #1(0) [ オンライン ] SAS-HDD 
■fe PD #2(1) [ オンライン ] SAS-HDD 
■H pD #3(2) 

•句 PD #4(3) [専用 ホダ ド^^;] SAS-HDD 


日 D ! Computer 4. .***.♦♦: 

白… 

(AID コント □- フ #1(0) •• 

1…" fl 

B-I 

霸パッテリ[正常] X 

gl ディス石アレマ #1(0) 十** ♦ 

1 ■)0 LD #1(0) [オンライン] RAID 5 
@ PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 

PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 

| ■■… 塔 PD #3(2) [ォンラィン S.M.A.R.T.] SAS-HDD | 

^ PD #4(3) 思 ペア 1 SAS-HDD 


物理デバイス 

[ 警告 ] 


RAID ビ ユーアの プロパティ 


S.M.A.R.T ■エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの [S.M.A.R.T.] が[検出]となります。 


物理デパイス © ブ□パティ 


xj 


「至胺!| 

項目 

値 

番号 

3 

ID 

2 

エン加 一:?V 

1 

スロット 

3 

デパィスタィブ 

HDD 

インタフIース 

SAS 

製适元/製品名 

MAXTOR ATLAS10K5_73SAS 

ファームウ1アバ〜ジョン 

BKOD 

I シリアル番号 

J2Y0QLSK 

容量 

67GB 

1 ステ-タス 

オンライン 

S.M.A.R.T. 




物理デパイス ® ブ□パティ 


2SJ 


項目 

m 

番号 

3 

ID 

2 

エンクロージゃ 

1 

スロット 

3 

デパイスタイブ 

HDD 

インタフェース 

SAS 

製适 7C/ 製品名 

S.M.A.R.T ■エラー 

が発生した物理デパイス 

[ 検出 ] 

ファームウIアパージヨン 

シリアル番号 

容量 

ス: T ータス 


节ァ ft 

S.M.A.R.T. 

梭出 


raidcmd のプロパティ 


S.M.A.R.T ■エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの [S.M.A.R.T .] が [ Detected] となります。 


> raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=1 

RAID Controller #1 

Physical Device #1 

ID 

: 0 

Enclosure 

: 1 

Slot 

: 1 

Device Type 

: HDD 

Interface 

: SAS 

Vendor/Model 

: Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

: BK09 

Serial Number 

:1111 

Capacity 

: 146GB 

..S.tatu.s. . 

. : ...QnJ.ine. 

S.M.A.R.T. 

1 : Normal 

> ▼. 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 


RAID Controller #1 Physical Device #1 


ID 

: 0 


Enclosure 

: 1 


Slot 

:1 


Device Type 

Interface 

S.M.A. R.T ■エラーが発生した 

Vendor/Model 

物理デバイス 

Firmware Version 

[Detected] 

Serial Number 


Capacity 

: 146GB 


Status 

. ;...0nJ..Ln.e. .. 


r S.M.A. R. T. 

: Detected 


> :フ 



図27 RAID ビューア /raidcmd の表示 fS.M.A.R.T ■エラー検出） 
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ESMPRO/ServerManager による管理 


ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降を使用すると、 ESMPRO/ServerManager で Universal RAID Utility が管理する RAID 
システムの参照や監視、オペレーシヨン実行などを行えます。本章では、 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システムを管 
理するにあたり留意すべき点について記述します。 

なお、 ESMPRO / ServerManager の動作環境や操作方法などについては、 ESMPRO / ServerManager の操作説明を參照してく 
ださい。 

動作環境とインストール 


ESMPRO/ServerManager のパージョン 


Universal RAID Utility Ver 2.1 をインストールしたシステムを管理できる ESMPRO / ServerManager は、 
『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降』です。 RAID システムを実装するコンピュータを管理するためのシステムには、 
『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降』をインストールしてください 0 

管理されるコンピュータのオペレーティングシステム 


『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降』から RAID システムを管理されるコンピュータのオペレーテインゲシステムは、 
Windows のみサボートします。 Linux や VMware ESX のシステムはサボートしていません。このようなシステムは、 RAID ビュ 
一7や raidcmd で管理してください。 

使用する ESMPRO / ServerManaaer の選択 


『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降』から RAID システムを管理されるコンピュータに Universal RAID Utility をイ 
ンストールするとき、 「 ESMPRO / ServerManager の選択」のフエーズで、 [ ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 以降]を選択 
します 0 [ ESMPRO/ServerManager Ver 5_2 以降]を選択すると、 ESMPRO / ServerManager との通信に必要なモジュー 
ルがインス トールされます。 


動作モードを活用する 


rESMPRO/ServerManager Universal RAID Utility 管理機能」では、 ESMPRO / ServerManager のューザーアカウントごとに、 
Universal RAID Utility の使用できる動作ードを設定します。 RAID ビューアや raidcmd のように、動作モードを自由に切り替えるこ 
とはできません。 


スタンダードモードを使用する 


ESMPRO / ServerManager の Administrator 以外のユーザーアカウントは、既定値ではスタンダードモードの使用権限が 
あります。 

アドバンストモードを使用可能なユーザーアカウントを、スタンダードモードのみ使用できるように設定するには、設定を変更 
するユーザーアカウントの[ユーザ情報]を変更します。[ユーザ情報]の [Universal RAID Utility 動作モード]で[スタ 
ンダードモード]を選択してください。 

[ユーザ情報]を変更する方法については、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 の操作説明を参照してください 0 
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アドパンストモードを使用する 


ESMPRO / ServerManager の Administrator のユーザーアカウントは、既定値ではアドバンス HE - ドの使用権限がありま 
す 。 

スタンダードモードしか使用できないユーザーアカウントを、アドバンストモードも使用できるように設定するには、設定を変 
更するユーザーアカウントの[ユーザ情報]を変更します。[ユーザ情報]の [Universal RAID Utility 動作モード]で[ア 
ドバンストモード]を選択してください。 

[ユーザ情報]を変更する方法については、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 の操作説明を參照してください 0 


ESMPRO / ServerManager で使用できる機能 


「 ESMPRO/ServerManaaer Universal RAID Utility 管理機能」で使用できる機能は、以下のとおりです 0 


カテゴリ 

機能項目 

使用可否 

備考 

構成/状態/ログ情報参照 

ツリービュー表示 

0 



プロパティ表示 

〇 



表示情報更新 

0 

[サーバ状態/構成情報]で [ RAID システ 
ム]の [ RAID システム情報]を表示し、 
[再スキャン]を実行 


RAID ログ參照 

0 

[サーパ状態/構成情報]で [ RAID システ 
厶]の [RAID ログ]を表示 

コンフイグレーション 

論理ドライブ作成(シンプル） 

X 



論理ドライブ作成(カスタム） 

X 



ホットスペア(作成/解除） 

X 



論理ドライブ削除 

X 



イージーコンフィゲレーション 

X 


オペレーション 

動作状況表示（実行中オペレーションの 
停止） 

〇 

[ RAID システム情報]画面[オペレーシヨ 
ンー覧] 


整合性チェック 

〇 



整合性チェック(スケジュール実行） 

0 

リモート制御機能の[リモートパッチ]で実 
行 


初期化 

0 



リビルド 

0 


メンテナンス 

ESMPRO/ServerManager へのアラート通 
報機能 

0 



ブザー停止 

0 



物理デバイスの実装位置表示 

〇 



物理デバイスのステータス変更(オンライン、 
故障） 

0 


設定変更 

RAID コントローラのオプションパラメータ設 
定 

0 



論理ドライブのオプションパラメータ設定 

〇 


その他の機能 

動作モード変更 

0 

ユーザーアカウントごとに動作モードを設定 


CLI (コマンドラインインタフェース） 

X 
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Universal RAID Utility の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーシヨンなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 Universal 
RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 

I m^O TCP ポートの変更は管理者権限を持つユーザーで行います。管理者権限を持つユーザーでなけれ 

m ば、 TCP ポートは変更できません。 


オペレーティングシステムが Windows の場合 


手順 1 管理者権限を持つユーザーでログオンします。 

手順 2 RAID ビューア、ログビューアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順 3 raidsrv サービスを停止します。 ESMPRO/ServerManager Ver5.2 以降で RAID システムを管理している場合、 raidsrv 

Agent サービス、 eciService サービスも停止します。[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス] 
の順にダブルクリックします。 [Universal RAID Utility] サービスをクリックし、[操作]メニューで[停止]をクリックします。同様に、 
[Universal RAID Utility raidsrv Agent] サービス、 [eciService] サービスも停止します。 


手順 4 データポート、イベントポート、 ESMPRO/ServerManager Ver5.2 用通信ポートの 3 つの TCP ポートごとに、それぞれ変更 

する箇所が複数あ 0 ます。各設定ファイルの該当する箇所の TCP ポート番号を修正します。 


設定ファイル 

パスとファイル名 

丁ータホート 

イベント ポー ト 

ESMPRO/ServerManager 
通信 ポー ト 

raidsrv サーヒス 

(インストールフォルダ） 
¥server¥raidsrv.conr 

[socket] セクション 
data port 

[socket] セクション 
event port 

なし 

RAID ビユ-ア 

(インストールフォルダ） 
¥gui¥raidview.conf 

[network] 

port 

セクション 

[network] セクション 
portjisten 

なし 

raidcmd 

(インストールフォルダ） 
¥cli¥raidcmd.conf 

[network] 

port 

セクション 

なし 

なし 

raidsrv Agent サービス 

(インストール フ オルダ ) 
Yserver 

¥raidsrv_agent.conf 

[network] 
data 一 port 

セクション 

[network] セクション 
event 一 port 

[network] セクション 
agent 一 port 


m インストールフォルダの既定値は、 CPU アーキテクチヤが x 86 の場合は、 % SystemDrive%¥Proaram 

I FilesYUniversal RAID Utility 、 x 64 の場合は 、 0 /o System Drive%¥Prog ram Files 
( x 86 )¥Universal RAID Utility です。 


手順 5 3 つ、あるいは、 4 つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービス、および raidsrv Agent サービス、 eciService を開始します。 

[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス]の順にダブルクリックします。 [Universal RAID 
Utility] サービスをクリックし、[操作]メニューで[開始]をクリックします。同様に、 [Universal RAID Utility raidsrv Agent] サービス、 
[eciService] サービスも開始します。 
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オペレーテイングシステムが Linux 、 または 、 VMware ESX の場合 


手1_1 管理者権限を持つユーザーでログインします。 

手順2 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順3 raidsrv サービスを停止します。 


> /etc/init. d/raidsrv stop _■■■■ 3 
Stopping raidsrv services ： 


手順 4 データポート、イベントポートの2つの TCP ポートごとに、それぞれ変更する箇所があります。各設定ファイルの該当する箇所 

の TCP ポート番号を修正します。 


設定ファイル パスとファイル名 データポート イベントポート 備考 


raidsrv サーヒス / etc / opt / nec / raidsrv / raiasrv.conf [ socket ] セクション [ socket ] セクション 

data port event port 

raidcmd / etc / opt / nec / raidcmd / raidcmd.conf [ network ] セクションなし 

port 


手順 5 2 つの設定フアイルを修正後、 raidsrv サービスを 

開始します 0 


> /etc/init. d/raidsrv start 

Starting raidsrv services ： [OK] 


RAID ビューァ起動時の動作モードを変更する 


RAID ビューアは、起動したときはスタンダードモードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように設定を変更 
できます。 

手1_1 [ツール]メニューで、[オプション]をクリックします。 

¥1112 [オプション]ダイアロゲボックスの[全般]タブで 
[つねにアドバンストモードで起動する]チェックボックスをオンに 
し、 [0 K ] もしくは、[適用]をクリックします。 




[つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビューアの起動時から有効になります。 
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注意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv 6 の禾 ij 用について 


Universal RAID Utility は、 IPv 6 (Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv 4 環境で使用してください。 
IPv 6 環境で RAID システムを管理するには 、 Universal RAID Utility の代わりに、 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
を使用してください。 

RAID ビューア、ログビューア 


RAID ビューア、ログビューア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID ビューアとログビューアはデジタル署名を署名しています 。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つアプリケ 
-シヨンを起動すると 、 .NET Framework はデジタル署名が失効していないかネットワークへ確認を行います。そのため、ネット 
ワ _ クに接続していないコンピュ _ 夕や、ネットワ _ ク接続状況の悪いコンピュ ー タの場合、 RAID ビュ ー ア、ロゲビューアの起動 
まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーテインゲシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

參考情報 

http :// support . microsoft . com / kb /9367 Q 7 /ia 


Microsoft -NET Framework Version 2.0 以降が存在しない状態での 
起動について 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 以降をインストールせずに、 RAID ビューア、ロゲビューアを起動すると、起動に 
失敗します。 

1. Microsoft .NET Framework Version 2.0 よりも古いパージョンが存在する場合 
.NET Framework の初期化エラーの発生を示すメッセージダイアロゲを表示します。 

2. Microsoft .NET Framework が存在しない場合 

■NET Framework のリンクエラーによりアプリケーションエラーが発生したことを示すメッセージダイアログを表示します。 
また、 0 S のイベントロゲに、以下のイベントを登録します。 

-イベントソース ： Application Popup 
-イベント ID : 26 

-説明：アプリケーションポップアップ： raidview . exe ( RAID ビューアの場合。ログビューアの場合は 

rlogview . exe ) -アプリケーションエラー:アプリケーションを正しく初期化できませんでした （0 xc 0000135)。 
[0 K ] をクリックしてアプリケーションを終了してください。 

RAID ビューア、ロゲピューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストールしてください。 
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Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント 
が存在しない状態での起動について 

Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールせずに、 RAID ビューアを起動すると、 
起動に失敗します。 

1 -Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントが存在しない場合 

Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリの DLL を口ードできないため、問題の発生を示すメッセージダイアロゲを 
表示します。 

また、 OS のイベントロゲに、以下のイベントを登録します。 

-イベントソース： SideBySide 
-イベント ID : 59 

-説明： Resolve Partial Assembly が Microsoft . VC 80 .CRT に失敗しました〇參照エラーメッセージ：參 
照されたアセンブリはシステムにインストールされていません。 

-イベントソース： SideBySide 
-イベント ID : 59 

-説明： Generate Activation Context が (Universal RAID Utility をインストールしたフオル 
ダ) ¥ gui ¥ bridge.dll に失敗しました。參照エラーメッセージ：この操作を正しく終了しました。 

RAID ビューアを使用するには、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールしてく 
ださい。 


ESMPRO/ServerManager 


複数の ESMPRO / ServerManager からの同時実行 

ESMPRO/ServerManager から RAID システムへオペレーシヨンなどを実行すると、以下のエラーが発生する場合がありま 
す。以下のエラーが発生した場合、他の ESMPRO/ServerManager から同じ RAID システムへ同時にオペレーシヨンなどを 
実行している可能性があります。保守員など八調査を依頼する前に、このような操作を行っていないか確認してください。行 
っていた場合、実行タイミングをずらして再実行してください。 

「システムエラーが発生しました。 collect ロゲを採取後、調査を依頼してください。」 
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